
 

 

2014 年度 公益社団法人神奈川県社会福祉士会 事業報告書 

＜はじめに＞ 

めまぐるしく変化する社会情勢のなかで神奈川県社会福祉士会は、昨年度に引き続き県内における社会福祉の

増進や県民の生活の向上に寄与していくために事業内容の再構築及び組織改編等を行いました。また、専門職と

しての資質の向上を図っていくために基礎研修をはじめ各種研修を実施しました。 

災害援助に関しても、東日本大震災から 1 年後の 2012年 4 月より、神奈川県から「避難者支援事業見守り隊」

の事業を担ってきました。東北被災 3 県から避難して来られた世帯の訪問をおこないました。そして、時間が経

過し避難者それぞれのニーズ、求められる支援内容・方法の変化していくなか各支部での協力を得ながら、支援

の手を緩めず活動を行いました。 

本会では、昨年度に引き続き神奈川県から①ホームレス等及び生活困窮者支援事業、②神奈川県地域生活定着

支援センター事業、③かながわ避難者見守り隊事業、④生活保護社会的居場所づくり事業の4つの事業と相模原市

からホームレス等一時生活支援事業を受託し事業展開を行いました。加えて2014年度は、秦野市生活保護受給者

中間的就労支援事業を新たに受託しました。さらに行政機関、団体等からの要請を受け本会から委員などの推薦

を行いました。 

社会情勢が変化し本会の役割と責任が大きくなっていく中、地域、関係機関からの各種会議、委員会への人材

派遣・推薦要請に応えていくために、社会福祉の職能団体としてその専門的知識と技術の向上、社会福祉士とし

ての社会責任を求められる結果となりました。 

本会の既存の活動としての事業は多岐にわたっており、この 1 年間重点事項の取り組みを中心に権利擁護、第

三者評価、実習推進、生活困窮者支援など多くの実績を残してきました。また、研修の充実（成年後見現任研修、

認定社会福祉士研修の認証準備）、ホームページ改訂及び広報の在り方の検討、組織率向上など工夫しながら進

めてきました。 

15年度以降も公益社団法人を意識した活動を会員の皆さんと共に創り上げていきたいと考えています。 

＜重点事業への取り組みと成果＞ 

1 権利擁護及び相談事業（公益1） 

障害者・高齢者・児童の虐待防止法に基づき尊厳を守る取り組みとして障害者虐待防止研修を実施しまし

た。また、成年後見人養成、成年後見人資質向上のために研修等実施及び県民の権利擁護のための相談事業

を展開しました。 

残念ではありましたが、未成年後見の実施に向け調査・検討についておこなうことができませんでした。 

虐待対応研修、自殺防止への研修会をさらに充実させることによって多くの参加者を得ることができました。

そして、成年後見のみならず人々の権利擁護を包括的に支援するための取組みを行ってきました。 

県からの委託業務である「避難者見守り隊」の活動を行い、訪問等による支援を行ってきました。また、被災

者支援の経験を活かし本会における危機管理体制について、検討を行いました。昨年度同様に関東ブロック内で

協力・連携していくために調整を行いました。 

 

2 地域福祉の増進・福祉サービスの質の向上に関する事業（公益 2） 

県央、県西地域において生活困窮者への相談支援及び自立支援にの展開を行いました。生活困窮者自立支

援法の制定により＠ホームやどりぎはその役割を果たし 2014 年度末で事業を終了しました。県委託、シェ

ルター等の運営、司法分野と共同（協働）した触法障害者や高齢者の支援等及び地域ネットワーク作り、東

日本大震災により神奈川県に避難されている方々への専門的支援や県内各地域での暮らしの応援などを行

いました。また、第三者評価事業では調査員の質を高め、公正な評価によって福祉サービスの質の向上を図

りました。 

 

3 福祉人材育成事業（公益3） 

社会福祉士専門職として求められる力量や、必要な知識・技術を習得していくため、本会生涯研修センタ

ーとしての機能の充実を図って基礎研修Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを開催しました。その効果として自己研鑽の必要性の認識の

向上及び研修参加意欲の向上、研修への協力等が有りました。同時に「認定社会福祉士」制度の周知・普及を行

い、会員の研修について充実してきました。また、研修の充実、一元管理を行っていくために研修体系の見直し

の検討を行いました。 



 

 

4 組織整備・強化に関する事業 

本会が、適正かつ効果的に事業を展開していくために組織体制や規則類の見直し・整備を行い実情に合わ

せ規則類の見直しや、新しい部局体制等の整理、職員体制（管理、処遇改善）等の議論を継続し、理事会に諮り

ました。 

また、本会の役割・責任などについて職員ハンドブックを作成し周知や徹底を図りました。そして、広報

活動や支部活動を更に充実させることによって、各地域に即した活動を行いました。 

 

＜事業実績＞ 

I 総務局 

1．公益法人化にともなう組織の運営整備 

（1）代議員総会の開催 
第1回代議員総会 

日時 2014年 6 月 29日( 日) 13時～15時 15分 場所神奈川県社会福祉会館 4Ｆ第 1・2 研修室 

出席者数：44名（出席者 26名＋委任状による出席者 18名） 

議長：伊藤倫博氏（第 6 地区）、平田美智子氏（第 7 地区） 

議事録署名人：長谷川栄子氏（第 5 地区）、本多洋実氏（第 8 地区） 

総会記念講演 講師：弁護士・社会福祉士千木良正氏 

テーマ：「障害者権利条約から見た障害者の権利とは～裁判事例から」 

＜案 報告・審議＞下について承認した｡ 

＜審議事項＞ 

第 1 号議案「2013年度社団法人神奈川県社会福祉士会事業報告（案）」 

第 2 号議案「2013年度( 公社) 神奈川県社会福祉士会決算報告（案）」 

第 3 号議案「2014年度（公社）神奈川県社会福祉士会事業計画（案）」 

第 4 号議案「2014年度公益社団法人神奈川県社会福祉士会予算（案）」 

第 5 号議案「2014年度 2015年度（公社）神奈川県社会福祉士会役員改選」 

 

（2）理事会の開催(理事会は理事総数18名･過半数出席にて会成立) 

＜第1回理事会＞平成 26 年 4 月 19日（土）9 時 30分～11時 30分  引継 11時 30分～12時 

 会場ウィリング横浜 11階 多目的室 出席：山下会長ほか理事 17、監事 2、事務局 1、欠席 1 名 

議長：山下会長、議事録署名人：山崎・尾形理事 監事 

＜議案 審議・報告・協議＞以下を行い承認した。 

審議事項 

第 1 号議案 入退会審査 第 2 号議案 2014年度支部活動費支出  第 3 号議案 総会議事及び開催内容 

第 4 号議案 各受託事業契約 各受託事業、生活保護社会的居場所づくり事業委託契約（かがやき）、ホームレ

ス等及び生活困窮者支援事業（県央地区）契約（やどりぎ）、神奈川県地域生活定着支援センター事業契約、か

ながわ避難者見守り隊事業契約（見守り隊）契約内容・仕様書の確認 

第 5 号議案 ぱあとなあ神奈川地区コーディネーターの委嘱 第 6 号議案 後見人候補者名簿登録 

第 7 号議案 成年後見相談員の委嘱 

報告事項 

①司法福祉ネットワーク委員会現況 ②2014年度各受託事業進捗状況（契約・職員体制等） 

③会計関係  ④委員会・支部 2 ヵ月報告 ⑤3 月の本会推薦・後援状況 ⑥第 10回理事会議事録 

協議事項 

①2014年度第 1 回通常総会終了後、新入会者歓迎交流会の担当と開催準備 

②2013年度事業報告の提出③ソーシャルワーカーデーイベント企画（案） 

④被災地視察ツアー企画( 案)  ⑤広報発行について 

＜第2回理事会＞平成 26年 5 月 17日（土）18時 30分～20時 30分 



 

会場かながわ県民活動サポートセンター 7 階 ミーティングルーム 710 

議長：山下会長、出席山下ほか理事17 名、監事2、事務局1、欠席1 議事録署名人：山崎・瀬戸理事 監事 

＜議案 報告・審議＞以下について承認した｡ 

審議事項 

  第 1 号議案 入退会審査 第 2 号議案 相模原市受託事業はばたき契約書の締結   

  第 3 号議案 ぱあとなあ名簿登録審査 第 4 号議案 成年後見人養成研修（委託集合研修）業務委託契約 

  第 5 号議案 （公社）神奈川県社会福祉士会 2013年度事業報告（案）  第 6 号議案 ソーシャルワーカーデ

ー企画の実施及び予算懸案事項 第 7 号議案 介護支援専門員実務研修受講試験受験に関する書類審査業務委

託契約  第 8 号議案 横浜支部 支部長変更に伴う委嘱  第 9 号議案 西湘支部 支部活動助成費申請 

協議事項 

 ①平成 26年度代議員総会 ②支部役員連絡会の開催 

報告事項 

 ①監事監査実施結果（経過報告） ②被災地視察バスツアー企画 ③支部全体会開催状況 

 ④司法福祉ネットワーク委員会現況 ⑤委託事業報告 

・生活保護社会的居場所づくり事業かがやき現況・生活困窮者支援事業やどりぎ現況 

・地域生活定着支援センター事業現況・東日本大震災避難者支援事業見守り隊現況・生活保護一時（シェルタ

ーはばたき）進捗状況 ⑥会計 3 月分までの進捗状況 ⑦4 月の本会推薦・後援状況⑧第 1 回理事会議事録 

＜第3回理事会＞平成 26年 6 月 29日（日）10時～12時 

 会場神奈川県社会福祉会館 4 階 第 1・2 研修室 議長山下会長、出席：山下ほか理事 17、監事 1、事務局 1、

欠席 1 2014年度任期理事 4、議事録署名人：小島・石橋理事 監事 

＜議案 審議・報告・協議＞以下を行い承認した。 

審議事項 

  第 1 号議案 入退会審査 第 2 号議案 成年後見人養成研修（本会通信研修）受講者の推薦 

  第 3 号議案 ぱあとなあ神奈川成年後見相談員追加登録 第 4 号議案 後見人候補者名簿登録移動状況 

  第 5 号議案 神奈川県委託「かながわ感動介護大賞感動介護エピソード検証業務」契約 

協議事項 

①ソーシャルワーカーデー企画実施に向けての検討事項 ②平成 26年度代議員総会進行スケジュール確認理

事役割分担③日本社会福祉士会「司法分野における社会福祉士の関与のあり方に関する連携スキーム検討事業 

報告事項 

①関東甲信越ブロック会議と日本社会福祉士会総会（6 月 21日）②被災地視察バスツアー企画参加予定 

③司法福祉ネットワーク委員会現況 ④各委託事業報告 

・神奈川県委託事業生活保護社会的居場所づくり事業かがやき（職員異動） 

 ・生活困窮者支援事業やどりぎ現況・地域生活定着支援センター事業現況 

・東日本大震災避難者支援事業見守り隊委託の現況 

・相模原市受託事業（シェルターはばたき）進捗状況 

 ⑤会計 5 月分までの進捗状況 ⑥5・6 月の本会推薦・後援状況 

 ⑦各支部・各委員会・事業部 2 ヵ月報告（4 月・5 月分）⑧第 2 回理事会議事録確認 

＜第4回理事会＞平成 26年 7 月 25日（金）19時～21時 

 会場神奈川県民サポートセンター3 階 305 

議長山下会長、出席：山下ほか理事 14、監事 2、事務局 1、欠席 4 議事録署名人：吉田・一色理事監事 

＜議案 審議・報告・協議＞以下を行い承認した。  

審議事項 

 第 1 号議案 入退会審査 第 2 号議案 各規則類改正案 

第 3 号議案 日本弁護士連合会人権大会プレシンポジウム共催 第 4 号議案 秦野市中間的就労支援事業の

受託＜4 号議案のみ継続審議とすることが承認された＞ 

協議事項 

 ①神奈川県地域自殺対策緊急強化交付金事業費補助金交付申請②ホームページ改訂に向けての検討 

報告事項 

①被災地視察バスツアー実施（7 月 12日）②ソーシャルワーカーデー神奈川県イベント（7 月 20日）及び中央

集会（7 月 21日）実施 ③司法福祉ネットワーク委員会現況  ④各委託事業報告 

 生活困窮者支援事業やどりぎ現況 地域生活定着支援センター事業現況 



 

東日本大震災避難者支援事業見守り隊委託の現況 神奈川県委託事業生活保護社会的居場所づくり事業かがや

き、相模原市受託事業（シェルターはばたき）進捗状況 

 ⑤会計 6 月分までの進捗状況 ⑥7 月現在までの本会推薦・後援状況 ⑦第 3 回理事会議事録 

＜第5回理事会＞平成 26年 9 月 13日（土）午前 10時～12時開催 

 会場：ウィリング横浜 12階 126 出席：山下ほか理事 14、監事 2、オブザーバー2、事務局 1、欠席 4 名 

議長：山下会長 議事録署名人：佐藤・浅見理事 監事 

＜議案 審議・報告・協議＞以下を行い承認した。 

審議事項 

 第 1 号議案 入退会審査 第 2 号議案 神奈川県社会福祉協議会委託介護支援専門員受講試験書類審査業務委

託期間の延長 第 3 号議案 秦野市中間的就労支援事業の受託 第 4 号議案 ぱあとなあ神奈川後見人候補者

名簿登録状況  第 5 号議案 公社神奈川県社会福祉士会講師及び研修に関わる謝金支払基準 

 第 6 号議案 公社神奈川県社会福祉士会福祉関係者・弁護士との連携事業」実施要項（案） 

第 7 号議案 広島県土砂災害被災者支援活動支援金募集 

 協議事項 

 ①12月の理事会日程変更確認 ②次期代議員選挙について  

③福島県事業 復興支援制度を活用した県外避難者支援事業の取り組み検討 

 報告事項  

①各事業部・支部 2 ヵ月報告について（6 月・7 月分） 

②福祉サービス第三者評価事業認証更新と契約書様式の変更について⇒9 月 5 日臨時理事会で報告済み 

③司法福祉ネットワーク委員会現況について④各委託事業について⑤会計 7 月分までの進捗状況について 

 ⑥8 月末現在までの本会推薦・後援状況について⑦第 4 回理事会議事録について 

＜第6回理事会＞平成 26年 10月 31日（金）18時 30分～21時開催 

 会場：かながわ県民活動サポートセンター604 出席：山下会長ほか理事 16名、監事、事務局 1 名、 

欠席 2 名 議長：山下会長、議事録署名人：内藤・中西理事 監事 

＜議案 審議・報告・協議＞以下を行い承認した。 

審議事項 

第 1 号議案入退会 第 2 号議案 秦野市中間的就労支援事業契約締結 

第 3 号議案 新規受託に関する就業規則の改正（秦野市中間就労支援事業の受託にあたっての変更改正）  

第 4 号議案 ぱあとなあ名簿登録審査 

 協議事項 

 ①福島県事業 復興支援制度を活用した県外避難者支援事業の取り組み  

 ②社会福祉士実習推進事業部体制の変更案  ③職員ハンドブック案 

 ④日本社会福祉士会依頼 災害派遣福祉チーム人材養成基礎研修参加者推薦 

報告事項 

①日本社会福祉士会役員推薦 ②各事業部・支部 2 ヵ月報告（8 月・9 月分） 

③司法福祉ネットワーク委員会現況 ④各委託事業報告（各委託事業現況報告） 

神奈川県委託事業生活保護社会的居場所づくり事業かがやき・生活困窮者支援事業やどりぎ・地域生活定着支

援センター事業現況・東日本大震災避難者支援事業見守り隊委託の現況・相模原市受託事業（シェルターはば

たき）進捗状況 ⑤会計（会計 9 月分まで進捗状況及び 2015年度事業計画予算作成提出のスケジュールの確認） 

 ⑥10月末現在までの本会推薦・後援状況 ⑦第 5 回理事会議事録 確認 

その他・代議員選挙について確認（2015年、2016年の代議員選挙について 11月発行の広報に告示） 

＜第7回理事会＞平成 26年 12月 7 日（日）14時～16時 30分 

会場：神奈川県社会福祉会館 2 階第 2 会議室。出席：山下会長ほか理事 16、監事 1、事務局 1、欠席 2 名 

議長山下会長 議事録署名人：内藤・中西理事 監事 

＜議案 審議・報告・協議＞以下を行い承認した。 

＜審議事項＞ 

第 1 号議案 入退会審査 第 2 号議案 復興支援員事業委託の受託の可否（検討の結果受託しない事を決定） 

第 3 号議案 日本社会福祉士会委託「司法分野における社会福祉士の関与のあり方に関する連携スキーム検討（事業の委託

契約）」第 4 号議案 2014年度神奈川県社会福祉士会補正予算案 第 5 号議案 2015年度神奈川県社会福祉士

会事業計画案  第 6 号議案 ぱあとなあ神奈川後見人候補者名簿登録状況 

第 7 号議案 神奈川県委託事業への取り組みに関する事業報告方法提案  



 

第 8 号議案 就業規則改正（非常勤規則等規則の一部見直） 

協議事項①広報事業部の検討事案（ホームページ改訂） 

報告事項①職員ハンドブック（完成版）②秦野市委託事業の進捗状況 ③各委託事業現況④会計 10月分までの

進捗状況⑤11月末までの本会推薦・後援状況⑥第 6 回理事会議事録⑦日本士会綱紀委員会委員推薦 

＜第 8 回理事会＞平成 27年 1 月 17 日（土）10時～12時 10分 

会場：神奈川県社会福祉会館 1 階集会室。出席：山下会長ほか理事 17、監事 2、事務局 1、欠席 1 名 

議長山下会長、議事録署名人：小島・佐藤理事 監事 

＜議案 審議・報告・協議＞以下を行い承認した。 

＜審議事項＞ 

第 1 号議案 入退会審査 第 2 号議案 2015年度神奈川県社会福祉士会事業部・支部予算案 

第 3 号議案 ぱあとなあ神奈川後見人候補者名簿登録状況について、及び第 4 号議案 2014年度 成年後見人

養成研修( 委託集合研修) 修了者と名簿登録 第 5 号議案 業務監督委員会委員（委員後任者） 

協議事項 

①職員雇用について非常勤職員就業規則内容確認 ②謝金基準改正案 

報告事項 

①秦野市委託事業（ワークせせらぎ）進捗状況 ②各委託事業現況③2 ヵ月報告（事業部・支部）④会計 11月

分までの進捗状況⑤12月現在までの本会推薦・後援状況⑥第 7 回理事会議事録 

＜第9回理事会＞平成 27年 2 月 28日（土）10時～12時 15分 

 会場神奈川県社会福祉会館 2 階 第 2 会議室 

議長：山下会長、出席：理事 17、事務局 1、欠席理事：4、議事録署名人：一色・浅見理事、監事 

＜議案 審議・報告・協議＞以下を行い承認した。 

第 1 号議案 入退会審査 第 2 号議案 2015年度避難者支援事業への入札 

第 3 号議案 ぱあとなあ神奈川後見人候補者名簿登録状況第 4 号議案 権利擁護成年後見事業運営規則の改正 

第 5号議案 2015・2016年度ぱあとなあ神奈川運営委員候補者 第 6号議案 成年後見人候補者名簿登録に関

する規則の改正 第 7 号議案 ホームレス自立支援相談事業実施に伴う相談員の推薦  

第 8 号議案 基礎研修の講師謝金の取り扱い 第 9 号議案 業務監督委員会（12月 5 日開催）の結果 

協議事項 

①日本社会福祉士会憲章案への意見  ②ぱあとなあ神奈川更新研修の認証 

その他・ＨＰ制作業者による説明会への理事出席 

報告事項 

①相模原市生活保護等の自立支援事業の業務委託に関する評価及び企画案説明会への出席 

②業務監督委員会（12月 5 日開催）の結果→9 号議案へ 

③神奈川県営住宅等及び借上公共賃貸住宅指定管理者モニタリング委員会委員推薦 

  ④各委託事業 

・神奈川県委託事業生活保護社会的居場所づくり事業かがやき 

・生活困窮者支援事業やどりぎ・地域生活定着支援センター事業現況・東日本大震災避難者支援事業見守り

隊・相模原市受託事業（シェルターはばたき）進捗状況・秦野市委託事業はばたき 

   ⑤2 ヵ月報告（事業部・支部）⑥会計 12月分・1 月分までの進捗状況 

   ⑦2 月現在までの本会推薦・後援状況 ⑧第 8 回理事会議事録 ⑨本会パンフレット作成状況 

＜第10回理事会＞平成 27年 3 月 22日（日）10時～12時 10分 

  会場：ウィリング横浜 5 階 502 

議長：山下会長、出席：理事 15 、事務局 1、欠席：3、議事録署名人：山下会長、内藤・松下理事、監事 

  ＜議案 審議・報告・協議＞以下を行い承認した。 

第 1 号議案 入退会審査 

第 2 号議案 2015年度神奈川県社会福祉士会事業計画及び予算（案）【神奈川県及び代議員総会提出】 

第 3 号議案 就業規則改正（案）第 4 号議案 慶弔見舞金に関する規則改正（案） 

  第 5号議案 ぱあとなあ神奈川後見人候補者名簿登録状況 第 6号議案 川崎市利用支援事業改正に伴う要望

書（案）第 7 号議案 2015年度 4 月 1 日ぱあとなあ名簿登録審査 第 8 号議案 2015年度ぱあとなあ地区コ

ーディネーターの委嘱 第 9 号議案 ぱあとなあ神奈川後見人等候補者名簿登録更新基準の見直し（案） 

第 10号議案 見守り隊委託事業の神奈川県からの再依頼 

協議事項 



 

①退職金規則改正  ②総会議案集配布方法変更（案―会員はＨＰ掲載 代議員のみ印刷物配布） 

報告事項 

①各委託事業進捗状況報告 

・秦野市委託事業せせらぎ・神奈川県委託事業生活保護社会的居場所づくり事業かがやき 

・地域生活定着支援センター事業現況・東日本大震災避難者支援事業見守り隊委託の現況・相模原市受託事業

（シェルターはばたき）進捗状況・生活困窮者支援事業やどりぎ事業終了手続き状況 

②会計 2 月分までの進捗状況  ③3 月現在までの本会推薦・後援状況について④第 9 回理事会議事録につい 

て⑤日本社会福祉士会総会について 

 

 (3) 正副会長会議、監事監査、支部役員連絡協議会の開催 

①正副会長会議 

理事会討議事項及び重要案件について 10回の会議を行った｡ 

開催日：2014年 4 月 14日 5 月 10日 6 月 22日 7 月 8 日 7 月 22日 9 月 1 日 10月 6 日 11月 20日 

     2015年 2 月 24日 3 月 8 日 

②監事監査の開催 

 2014年度決算報告及び事業報告内容について監事による監査を実施した。 

実施日：2015年 5 月 20日 監事：齊藤学 江原伸弘 

    出席：正副会長 会計担当理事 日本パートナー会計事務所 事務局 

（4）支部役員連絡会議 

①第 1回 9 月 13日（土）13時 30分～17時 ウィリング横浜 12階 126 

出席者: 会長、副会長、理事：各支部役員、事務局 

＜議題＞県士会から支部への報告・連絡等    

会計について・支部会計 2 ヵ月ごとの報告 ・会計マニュアル 

各支部活動の現状と課題 意見交換 生涯研修センターより研修制度について 

②第2回 2015年 2 月 28日（土）15時 10分～17時 神奈川県社会福祉会館第 2 会議室 

出席者: 会長、副会長、理事：各支部役員、事務局 

＜議題＞県士会から支部への報告・連絡等    

会計について・支部会計 2 ヵ月ごとの報告 ・会計マニュアル 

各支部活動の現状と課題 意見交換  

  ＜役員研修会＞ 2015年 2 月 28日（土） 

①研修会（理事・支部役員対象） 

第 1 部 13:00～14:30  

テーマ「生活困窮者自立支援事業について～生活困窮者支援を通じた地域づくりに向けて」 

講師：相模原市健康福祉局福祉部地域福祉課統括副主幹 鈴木和夫氏 

 第 2 部 14:35～15:00 

「災害派遣福祉チーム人材養成基礎研修受講報告」報告者：災害担当理事井上康子 

 

（5）会員の加入状況  会員数  2,682名、組織率21.03% (2015年3月末現在)  

・神奈川の会員: 実質116名の増(2014年度末2,682名、昨年度実績91名増) 

・神奈川県登録者数累計: 12, 756名(2015年2月末)  

・神奈川県合格者数累計: 12,860名( 第1回～第27回まで)  

・全国合格者数累計: 192,664名( 第1回～第27回まで)  

・全国登録者数累計: 178,116名(2015 年 2 月末)  

・全国会員数: 37,010 名(2015 年 3 月末の組織率 20.78%)※データ未 

・社団法人化後の会員加入の推移  ※加入数は退会等を差引いた数字を表す 

                 データは主として日本社会福祉士会統計による 

年次 加入( 退会･転出)  会員現員数 組織率 全国平均 

2001.3 末 150( - 5) 698 39.39% (41.78%) 

2002.3 161( - 8) 859 38.23% (39.91%) 

2003.3 171(- 22) 1030 36.54% (37.18%) 



 

2004.3 163(- 33) 1193 34.20% (34.19%) 

2005.3 143(- 32) 1336 31.04% (31.35%) 

2006.3 183(- 30) 1519 29.71% (29.65%) 

2007.3 156(- 54) 1675 28.26% (28.51%) 

2008.3 102(- 75) 1777 26.22% (26.85%) 

2009.3 165(- 95) 

※転出 29、退会 66 

1942 24.95% (25.66%) 

2010.3 115（- 107） 

※転出 26、退会 81 

2057 23.45% （24.23%） 

2011.3 259（- 114） 

※転出 29、退会 85 

2202 22.79% （23.58%） 

2012.3 266（- 121） 

※転出 30、退会 91 

2347 22.32% （23.05%） 

2013.3 252（- 124） 

※転出 26、退会 98 

2475 21.97% （22.29%） 

2014.3 177（- 101） 

※転出 23、退会 78 

2566 21.63% （21.69%） 

2015.3 212（- 129） 

※転出 19、退会 110 

2682 21.03% （20.78%） 

( 神奈川県合格者内訳)  

第 1 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 第 8 回 第 9 回 

24 34 52 70 76 81 97 156 180 

第 10回 第 11回 第 12回 第 13回 第 14回 第 15回 第 16回 第 17回 第 18回 

201 325 390 445 532 675 725 793 779 

第 19回 第 20回 第 21回 第 22回 第 23回 第 24回 第 25回 第 26回 第 27回 

803 897 920 804 782 710 554 863 892 

 

支部別会員数(2015 年 3 月末)  

支部名 人数 ％ 支部名 人数 ％ 

横浜 1011 38% 県央 266 10% 

川崎 362 13% 相模原 223 8% 

横・三 248 9% 西湘 147 5% 

湘南東 222 8% 
総合計 2682 100% 

湘南西 203 8% 

 

 

2．関係団体との連携 

（1）日本社会福祉士会・市町村等の委員等の推薦と参加 

【日本社会福祉士会 委員等関係】 

  理事：小塙和宏、監事：本多洋実 

  基礎課程整備委員会：山崎智美、地域包括ケア推進委員会（高齢在宅班）：高山由美子、中澤 伸 

  成年後見委員会：齋藤憲磁、国際・滞在外国人支援委員会：斉藤有香、認知症高齢者に対する意思決定支援 

としての成年後見制度の利用促進の政策的課題と活用方法に関する実証的研究に関する委員：佐々美弥子 

【市町村・他団体委員等】（2014 年度推薦分のみ） 

海老名市社会福祉協議会日常生活自立支援事業審査会委員：八角省一 

相模原市介護保険制度改正に係る実務者等懇談会委員：小野澤和美 

藤沢市いじめ問題再調査委員会：宮澤恭子 

葉山町社会福祉協議会日常生活自立支援事業審査会委員：梅田 滋 

開成町高齢者保健福祉事業運営協議会委員：内田ミサヲ  神奈川県社会福祉審議会委員：山下 康 



 

清川村社協日常生活自立支援事業審査会委員：那須三郎 

開成町高齢者及び障害者等虐待防止ネットワーク協議会委員：内田ミサヲ 

山北町障害福祉ネットワーク運営委員会：内田ミサヲ 

相模原市介護認定審査会委員：井戸和宏、稲葉智枝子、橋本正由子、山影彰大、志方洋一、小針淳一、 

小川壽子、小泉 昇、小野澤和美、松岡一美、島津和幸、北村和保、林 敬之 

かながわ感動介護大賞実行委員会：山下 康 

小田原市箱根町真鶴町湯河原町の障害程度区分認定審査会委員：本多洋実、岡西博一、安藤智美 

伊勢原市介護認定審査会委員：吉田稔、古川直子、佐藤雅美、石田貢一、津森陽子、田中晃、等松康子、 

平岡祐二、牧野庸夫、和田貴子 

秦野市介護認定審査会委員：原 常男、池田光陽、三浦美穂子 

南足柄市・中井町・大井町・松田町・山北町・開成町障害程度区分等認定審査会委員：和田明子、小野享司 

相模原市障害程度区分判定等審査会委員：稲葉智枝子、鎌田かおり、吉川尚子、赤木陽子、ニ宮 淳、林 敬之 

大井町地域包括支援センター運営協議会：上西啓子    逗子市介護認定審査会：土田郁美 

湯河原町介護保険事業計画策定委員会委員及び湯河原町地域包括支援センター運営協議会：岡本淳子 

鎌倉市障害者介護給付費等の支給に関する審査会委員：梶谷洋之、石崎洋美 

相模原市地域包括支援センター運営協議会：稲葉智枝子 

社会福祉法人たすけあいゆいオンブズマン：佐々美弥子、堀口和実 

 

（2）他団体・社会福祉士養成校との連携 

  ①他団体式典等 

主に正副会長、関係委員会委員長が下記式典等に出席 

入学式・卒業式（神奈川県立保健福祉大学） 

総会・記念式典（日本社会福祉士会、神奈川県精神保健福祉協会、神奈川県医療社会事業協会、神奈川県里 

親大会）賀詞交歓会（神奈川県社会福祉協議会、神奈川県司法書士会、神奈川県看護協会、ソーシャルケア 

サービス従事者研究協議会） 

②ソーシャルワーカーデーイベント開催 

第 1 回ソーシャルワーカーデー神奈川イベントとして県内 6 団体との協力により、 

「海の日はソーシャルワーカーデー」～あなたの身近にソーシャルワーカーがいます～をテーマとして、 

個別相談会＆ミニシンポジウムを行った。 

実施日 2014年 7 月 20日 実施場所 そごう前イベント広場  

参加人数：100名程度 シンポジウム 1 回目 40名程度 2 回目 30名程度 

構成団体等：公益社団法人神奈川県社会福祉士会、神奈川県精神保健福祉士協会、神奈川県医療社会事業協

会 公益社団法人神奈川県介護福祉士会、日本社会福祉士養成校協会神奈川県支部、日本精神保健福祉士養

成校協会 協力団体：一般社団法人日本社会福祉教育学校連盟、ソクラテス 

・相談会の相談件数 32件 ※イベントに際しては「神奈川県社会福祉協議会第 2 種・3 種正会員連絡会活動

成果普及事業助成金」から助成を受けて実施した。 

 

3．広報事業部 

(1)県民向け広報誌｢社会福祉士会だより かながわの風｣の発行 （発行部数 各号 3,000部） 

①第 4 号 2014.Summer（2014年 7 月発行） 

巻頭言（小島操子副会長）～ソーシャルワーカーとして“生活困窮”にどう向き合うか～、特集 ホーム 

レス等及び生活困窮者自立支援相談事業、代議員総会 新理事紹介、県央支部紹介、公開講座＆研修会、 

ソーシャルワーカーデー～個別相談会・ミニシンポジウムのご案内～ 

②第 5 号 2014.Autumn(2014年 11月発行)  

巻頭言（山崎智美副会長）～実践発表大会にむけて～、スクールソーシャルワーカー～学校をベースにした

ソーシャルワーク実践～、「被災地視察ツアー」報告、理事会報告、事業所紹介～横浜市西部児童相談所～、

あなたの街の社会福祉士～湘南西支部～、公開講座＆研修会、ソーシャルワーク実践＆伝える社会福祉士実

習プログラムとは？、広報に関するアンケートのお礼とご報告 

③第 6 号 2014.Spring(2015 年 1 月発行)  

巻頭言（山下康会長）～本年もよろしくお願い致します～、特集「私から見た、地域包括ケアシステム」 



 

ソーシャルワーク実践を伝える社会福祉士実習プログラムとは？～12月 6 日（土）実習指導者フォローアッ

プ研修会で報告～、平成 26年度実践発表大会のお知らせ、理事会報告、あなたの街の社会福祉士～湘南東支

部～、公開講座＆研修会、生涯研修制度 基礎研修～県民の皆様の気持ちに応えられる存在であるために～ 

(2) 会員向け情報誌｢KACSW 通信｣の休止 

広報に関するアンケートの結果を受け、紙媒体による広報誌は「かながわの風」に統合し、研修情報等は

ホームページとリンクさせながらタイムリーな情報提供を図った。 

（3）ホームページの企画･運営 

  ①会員専用ホームページを活用し、求人情報、研修案内等随時掲載を行った。月間平均アクセス数 2 万件。 

 ②県民向け広報誌｢社会福祉士会だより かながわの風｣のPDFファイルを掲載した。 

（4）広報委員会の開催  

年間 6 回広報委員会を開催し、編集会議･情報交換を行った｡（メールによる意見交換等含む） 

（5）その他 

広く県民に向けた広報媒体創設のための協議を行い、次年度以降のホームページを更新に向けた協議を 

行った。 

 

4．組織率向上部 

2006年度に設置された組織率向上委員会は、2014年度“県士会組織率 51％”を合言葉に、未加入者の入会促

進、また会員の退会防止の取り組みなどを、県内の各支部と連携協力しながら進めてきた。委員会は各支部より

選出された 2 名（横浜支部は 3 名）の委員で構成されている。なお、2014年度の役員体制は、委員長：二藤部義

博（湘南東）、副委員長：関口貴之（県央）、会計：田代秀之（相模原）であった。 

(1)入会促進の取組み 

①日本女子大学での取り組み：6/27（金）10:00～11:00  

当日は 2 年生の 2 コマの授業の中で「自らの仕事について」「仕事の中での社会福祉士の役割や魅力」などに

ついて話しをする機会を得た。学生数は前半 60名、後半 40名であった。学生の反応は良好で、次年度はま

だ進路が定まっていない 1 年生に対して話しをしてはとの提案が学校側よりあった。 

②DCU祭（田園調布学園大学）での取り組み：11/15（土） 

これまで川崎支部として参加していたが、今年度より県士会として参加した。当日は 2 教室を使用し、午前

中に福祉相談会、ワークショップ（クリスマスカード作り）、県士会のＰＲ（チラシとキャンドル配り）を、

午後に社会福祉士の仕事紹介（車座座談会）を実施した。社会福祉士 12名＋学生 8 名参加した。 

③支部合同ＢＢＱ大会：5/24（土）野島公園バーベキュー場 

今年度も「非会員」「入会して間もない会員」「先輩会員」を対象に、支部合同のＢＢＱ大会を企画・実施し

た。当日の参加者は 34名。支部活動への参加のきっかけ作りを行った。 

 ③次年度より組織向上委員会の取り組みとなる「社会福祉士たまごの会・社会福祉士ひよこの会（たまひよ）」

の準備を鋭意進めている。 

(2)初任者向けの取組み 

宿泊交流会：11/29（土）14:00～11/30（日）10:30 野島青少年センター 

初任者・非会員・資格未取得者向けに宿泊交流会を実施。概ね 3 年以内の初任者や社会福祉士を目指す養成

校学生、3 年以上の社会福祉士が職場や普段の生活の場を離れ、同じ専門職種同士の交流を図ることを主眼

とした企画。今回は「ネイチャーゲーム」プログラムを応用し、自然にあるものを利用しながら、感じる力、

表現する力、感性を磨く場とすると共に、参加者が互いに夢を語り合い、交流する場となった。参加者は総

勢 10名（うち担当７名）となった。今後企画そのものの再検討が必要。 

  

(3)組織向上委員会 

①開催日数: 年 9 回（4/27,6/8,7/27,8/31,9/28,10/25,11/16,1/11,3/15 ） 

②開催場所: 主に横浜市西区社会福祉協議会 ＊3/15 のみ相模原市南区地域福祉交流ラウンジ 

③検討内容：支部組織向上委員会活動の情報交換、事業の進捗確認・検討・実施、テーマ検討（魅力ある会づ

くり、入会促進・退会防止）、支部役員連絡会議、他委員会との連携 

(4)その他打ち合わせ 

①「宿泊交流会 in 野島」事前打ち合わせ：10/18  

＊野島青少年センターにて事前説明会  出席：二藤部義博・田代秀之 



 

 

Ⅱ．公益・福祉局 

1．相談事業部 

（1）自殺対策への取り組み 

   神奈川県地域自殺対策緊急強化交付金事業助成金を受託し、自殺対策への取り組みを県内他団体（弁護士 

会・医師会・看護協会・司法書士会・自死遺族の会など）と連携した取り組みを行った。 

①ゲートキーパー養成講座（初級・中級・上級）を開催した。 

初級研修：2014年 9 月 15日（日祝）9：30～16：40 ウィリング横浜 12階 （受講人数）85名 

（内容）  

ア. 自殺の現状と背景、対策・対応の理解    講師：桑原 寛氏（神奈川県精神保健福祉センター長） 

 イ. 自殺に傾く人への理解と援助  

講師：安藝 聖衣子氏（横浜市立大学附属市民総合医療センター地域連携 相談部医療ソーシャルワーカー） 

  講師：伊藤 翼氏（同精神医療センター臨床心理士 

ウ. 自死で家族を亡くした立場から伝えたいこと 講師：南部節子氏（NPO法人全国自死遺族総合支援センター

事務局長） 

中級研修：2014年 10月 12日（日） 9：30～16：30 ウィリング横浜 12階 （受講人数）58名 

（内容） 

ア．傾聴の基本的態度と技術～自殺に傾く人への援助～講師：佐々美弥子氏（本会会員） 

 イ．希死念慮のある人への援助「応答訓練」     講師：稲富正治氏（臨床心理士） 

上級研修：2014年 11月 22日（土）13：00～16：30 ウィリング横浜 12階  （受講人数）58名 

（内容） 

ア．「希死念慮のある相談への 対応力を高める」～応答トレーニング～ 

  講師：佐々美弥子氏・稲富正治氏    修了証授与者 58名 

②社会福祉士・精神科医・弁護士・司法書士・精神保健福祉士による包括相談会「こころの健康・法律・福祉無

料相談会」に相談員を派遣。9 月 28日（日）平塚市にて 相談件数 7 件 

 

(2)ホームレス及び生活困窮者自立支援相談事業 

①厚木市ホームレス自立支援巡回相談員 

厚木市より、本会に推薦依頼があり、3 名の巡回相談員を推薦・派遣した。 

②年末の相談窓口の設置（12月 29日～12月 31日） 

｢ホームレス等及び生活困窮者支援事業・シェルター＠HOUSEやどりぎ」の近隣で路上生活を送っている方々 

に対して、年末も相談窓口が設置されている旨の案内を行い、日中、相談員 2 名体制で相談支援を行った。 

③県民向けに家計相談支援に関する無料相談会および公開講座を開催（11月 30日 会場：相模原市民会館） 

無料相談会（午前の部） 

弁護士 今西隆彦氏・司法書士 阿部健太郎氏  相談者 3 名 

県民向け公開講座（午後の部）「家計相談支援について」 

講師：司法書士 星野務氏、行政書士 馬場英興氏、法テラス職員 小林宏光氏 参加者 70名 

④生活困窮者支援のためのスキルアップ講座を実施した。 

｢年金制度についての理解」 

7 月 27日（日）14:00～16:00 海老名市文化会館 参加者 45名 

講師：籠谷勝樹氏（元年金事務所職員） 

｢発達障害とパーソナリティ障害への対応」 

1 月 24日（土）14:00～16:00 神奈川県社会福祉会館 参加者 25名 

講師：福田 由利氏（一般社団法人日本臨床心理士会） 

⑤インターネットカフェやマンガ喫茶等への巡回事業（1 月 8 日( 木)  6 名参加） 

相模原市受託事業｢ホームレス等一時生活事業・シェルターはばたき」の巡回相談の一環で、マンガ喫茶等 

への巡回相談を行った。 

⑥生活困窮者支援ネットワーク委員会の開催 

ア．目的、内容 



 

神奈川県より委託されている「ホームレス等及び生活困窮者支援事業・シェルターやどりぎ」及び「生

活保護受給者の社会的居場所づくり事業」、相模原市より委託されている「生活困窮者自立支援事業・シ

ェルターはばたき」の総合相談支援、秦野市より委託されている「生活保護受給者中間的就労支援事業・

ワークせせらぎ」を側面から支援する為に生活困窮者支援ネットワーク委員会にて、連携内容などの検討

会を行った。 

イ．日程 

4 月 24日、5 月 27日、7 月 27日、8 月 20日、9 月 30日、11月 26日、12月 22日、1 月 28日、3 月 5 日 

ウ．委員 

本多洋実、小塙和宏、大林由美子、西川久江、牧野正子、瀬戸知樹( 理事) 、山下康( 会長) 、 

小島操子( 副会長) 、降旗聡、佐藤一帥、石黒美津枝（やどりぎ職員）、露木敏夫、木暮恒夫（社会的居場

所づくり事業職員）、池田恵子（はばたき職員）一色茂雄（ワークせせらぎ職員）、菅野（事務局） 

（3）権利擁護啓発の取り組み 

  様々な分野における虐待防止に関する啓発事業の検討や虐待対応に携わる従事者を対象とした研修会を企画 

した。 

『防ごう！障害者虐待！！』施設従事者のための虐待防止・対応研修を開催した。 

障害者施設等で従事する職員が障害者虐待に関する法的知識を学ぶ機会とした。また、施設等におけ

る虐待防止の取り組みや施設等で虐待が起こった場合にとるべき対応方法について学び、虐待が再度お

こることがないよう再発防止対策について考えられるように講義と演習を実施した。 

日 時 平成 27年 2 月 15日（日）9：30～16：30 

場 所 ウィリング横浜 501～502 

対 象 障害者施設等で従事している現任者、サービス管理責任者、虐待防止マネジャー等 

参加者 45名 

費 用 受講費 2000円 

内 容 講義と演習（日本社会福祉士会研修資料を参考にプログラム化） 

（講義）障害者虐待防止法について・・・・・・・弁護士 松木崇氏 

（講義）施設における虐待防止体制について・・・竹の子学園 坂井正志氏 

（講義）施設における虐待対応について・・・・・特定非営利活動法人 UCHI 牧野賢一氏 

（演習）施設における虐待対応について・・・・・特定非営利活動法人 UCHI 牧野賢一氏 

 

2．地域包括ケア推進事業部 

(1)全体会議の開催 

委員会運営の統括、各事業の進捗状況の把握を行うために全体会議を開催した。 

従来の地域包括支援センター推進事業部とケアマネジメント事業部を統合して運営し始めた。 

計 6 回開催:  6 月 6 日( 金) 、6 月 26日( 木) 、8 月 22日( 金) 、9 月 11日( 木) 、10月 27日( 月) 、12月 22日( 月)  

(2) ケアマネジメントスキル学習会の開催（県民・従事者向け講演） 

『地域の中で子どもを育てるネットワーク』 

～社会資源を活かし、地域と連携していく大切さを共有する機会へ～ 講師：本多洋実氏 

9 月 11日（木）13：30～16：00 海老名市総合福祉会館 2F第 1・2 会議室   参加者 30名 

(3) 障害者の自立支援システム構築のための勉強会の開催（県民・従事者向け講演） 

『障がい者の暮らしを支える方法あれこれ』 ～ケアプランの根拠と見立て～ 講師：岡西博一氏 

11月 13日（木）13：30～16：00 ウィリング横浜 901号室  参加者 50名 

(4) 地域包括支援センター現任者研修の開催（地域包括支援センター従事者向け） 

  『緊急企画！平成27年度介護保険制度改正直前 これからの地域包括支援センターの向かう道』 

   講師：中澤 伸 氏 

   1月31日（土）18：30～20：30  ユニコムプラザさがみはら 参加者 68名 

（5）日本社会福祉士会主催 地域包括支援センターネットワーク実践力養成研修への協力 

   地域包括支援センターに従事する職員を中心に開催された、ネットワーク構築に向けた実践力を高める 

ための研修で演習のファシリテーターとして委員を派遣した。 

   研修実施日 8 月 30日（土）～31日（日）前期・2 月 28日（土）～3 月 1 日（日）後期 

（6）ＮＰＯ法人神奈川県介護支援専門員協会地域連携事業への協力 



 

地域連携委員会 地域包括部会への参加 

全 8 回： 5 月 15日（木）、6 月 19 日（木）、7 月 29日（火）、10月 6 日（月）、11月 13日（木）、 

12月 18日（木）、2 月 12日（木）、3 月 10日（火） 

   地域連携会議（地域連絡会部会）への参加 9 月 24日（水） 

地域包括連携会議への参加  第 1 回：10月 23日（木）第 2 回： 2 月 17日（火） 

 

 

 

3．第三者評価事業部 

（1）福祉サービス第三者評価事業運営委員会の開催 

   本会が福祉サービス第三者評価事業を実施するにあたり、運営委員会を定期的に開催し、事業の進捗状況

等を確認した。 

   運営委員長：小泉八重子 運営副委員長：高島さち子 運営委員：大埜嵩、酒井正樹、小倉牧男、勝俣恵 

子 杉山幸雄 事務局菅野 

   計 6 回開催  4/18 6/20 8/22 10/9 12/19 2/20 

（2）受審希望事業所への対応 

今年度も、神奈川県社会福祉協議会が開発した手法を引き継ぎ、第三者評価事業の普及と実施に努めた。 

推進機構の説明会を通して市町村や受審希望事業所を訪問する機会を得て、運営委員が以下の評価項目・手法 

等を説明した。 

①社会福祉士会方式  障害・高齢＜グレード 1＞ ガイドライン準拠版 

  ②神奈川県社会福祉協議会方式 障害・高齢＜グレード 2＞ 

  ③神奈川県社会福祉協議会方式 保育版 

  ④神奈川県社会福祉協議会・推進機構方式 障害グループホーム 

（3）社会的養護施設への対応 

     2012年度より社会的養護施設の福祉サービス第三者評価が義務化されたことに伴い、本会も研修を受講し、 

新たに全国共通の機関として全社協の認証を得て（社会的養護関係施設 評価機関 認証第 2501－002- 01

号 平成 25年 1 月取得）今年度は 2 施設の調査を行なった。 

（4）第三者評価の実施及び公表 

   神奈川県社会福祉協議会が開発した評価項目・手法・全国社会福祉協議会の項目を用いて、評価を行った。 

①第三者評価訪問調査の実施（8 事業所の実施）下記について実施した。※内 2 事業所は社会的養護施設 

調査日 事業所種別 受審事業所名 使用評価項目・手法 

7 月 18日 介護老人福祉施設 特別養護老人ホーム縁ＪＯＹ（相模原市） 本会・障害高齢グレード 1   

10月 10日 福祉ホーム ともかわさき三田福祉ホーム（川崎市） 県社協方式グループホーム   

10月 7・8 日 児童養護施設 手まり学園  全国社会福祉協議会  

11月 13日 保育所 伊勢原市比々多保育園（伊勢原市） 県社協方式保育  

12月 10日 障害者支援施設 やまばと学園（秦野市） 本会・障害高齢グレード 1 

2015 年 1 月

14日 

就労移行支援事業 大和市障害者自立支援センター（大和市） 本会・障害高齢グレード 1   

1 月 20日 障害福祉サービス 

事業所 

神奈川県済生会金沢若草園（横浜市） 本会・障害高齢グレード 1    

2 月 4・5 日 母子支援施設 横浜市みどりハイム           全国社会福祉協議会  

②評価決定委員会の開催 

上記①の事業所調査について、評価決定委員会を開催し、評価結果は「かながわ福祉サービス第三者評価推 

進機構（以下、推進機構）」及び本会ホームページにて公表した。また社会的養護施設に関しては全国社会 

福祉協議会及び本会ホームページにて公表した。 

  ア．評価決定委員会構成 

評価決定委員会委員長 久田則夫氏（日本女子大学教授） 

    副委員長草光純二氏   委員：古川年明氏 西原留美子氏 捧 恵一氏 

  イ．開催日 



 

    第 1 回評価決定委員会 2014年 9 月 8 日（月）神奈川県民サポートセンター会議室 

 第 2 回評価決定委員会 2015年 3 月 16日（月）神奈川県民サポートセンターミーティングルーム 

（5）関係機関との連携、その他 

  ①推進機構主催の「評価機関連絡会」に、運営委員及び事務局が参加した。 

  ②推進機構主催の「事業者説明会」に、運営委員・事務局が参加し、本会第三者評価事業の説明を行った。 

  ③神奈川県より受託の「かながわ感動介護大賞感動介護エピソード検証業務」ヒアリング業務を運営委員 

   中心に担当し、施設を訪問しヒアリングによる検証業務を行い事業に協力した。 

 

 

4．社会福祉士国家試験受験対策事業部 

国家試験対策講座や、大学での対策講座を行うとともに、全国統一模擬試験を実施し、資格取得を支援した。

また、講座の質の向上を図るため、講座実施毎に講座内容に関するアンケート調査を行った。 

事業部担当 委員長 大渕義博 委員 吉田勝利 別府政行 池永康子 事務局菅野 

（1）社会福祉士国家試験受験対策講座 

日程：全 7 日間 9/20( 土) 、9/21（日）、10/4( 土) 、10/5( 日) 、10/11( 土) 、10/12( 日) 、11/1( 土)  

場所：ウィリング横浜・受講者数 90名 

（2）社会福祉士国家試験模擬試験 

日程：11月 2 日（日）10:00～15:35・場所：ウィリング横浜・受験申込者数 136名 

（3）大学の国家試験対策講座への講師派遣 

  東海大学に講師派遣を行った。 

  受講者数・講座開講日数（模試含む）・講師派遣延べ人数 

大学名 科目数 受講者数 日数 講師派遣延べ人数 

東海大学 19  32 5 19 

（4）講師会の開催 

講師会を 1 回開催した。4 月 19日（土）ウィリング横浜 

対策講座受講者の合格率向上に向けてのテキスト作成・講座の持ち方について検討した。また、対策講座の

運営についても、意見交換し次年度への検討事項とした。 

（5）合格者のお祝い会の開催 

合格者のお祝い会を 1 回開催した。4 月 19日（土）ウィリング横浜 

講師会の開催とあわせることで、講師の参加もあり講座受講時の思い出話も広がり、また会長・副会長の 

出席によって、入会や会での活動に繋がるようにした。 

（6）社会福祉士国家試験 直前対策講座 

  日程：1 月 10日（土）1 講義 60分 4 教科（苦手とされる科目を中心に）とガイダンス 

  場所：ウィリング横浜 5 階 501 502  受講者 54名( 申込者 63名)  

（7）合格者把握対策 

合格発表時に氏名が公表されないことから、本会が開催した受験対策講座の受講生・模擬試験受験者・直前

講座受講生等に受験番号をあらかじめ本会に通知していただき、合格把握後に入会の案内送付を行った。番

号通知を依頼した 168名の内 49名から回答があり、35名の合格を確認した。合格率 71.4％、全国合格率 27％ 

 

5．社会福祉士実習指導者養成事業部 

＜概況＞ 

 2008年度に立ち上げた「社会福祉士実習推進委員会」は、高齢者・障害者・児童・生活保護・社協・医療など

の各分野の委員と、社会福祉士養成校協会及び行政のオブザーバーにより構成され、県内の社会福祉士実習の推

進や実習指導者養成の課題について検討してきた。所期の目的である実習指導者配置の周知と、実習指導者講習

会の開催については概ね達成できたことから、2014年度は今後の当事業の方向性の見直しをおこなった。 

見直しの結果、今後は基本事業としての実習指導者講習会やフォローアップ研修会の継続実施に加えて、実習

指導のみならず広く「人材育成」に視点をおいた事業展開を目的とするため、「社会福祉士人材育成・活用プロジ

ェクト」を開催することとなった。これまでの委員及びオブザーバーには、今後もプロジェクトメンバーとして



 

参加を依頼し、養成・任用・研修等をキーワードとして意見交換をおこない、当会が取り組む課題を検討する場

としていきたい。 

（1）実習指導者講習会は、日本社会福祉士会ガイドラインに沿って実施した。（2）領域別実習プログラム検討

会は、2014年度初めて障害領域を対象に実施した。現場での実習指導実践や工夫している点、課題やその対応策

などの情報収集を行い、関係者へ広く提供していくことを目的として開催した。（3）フォローアップ研修は、社

養協の実習ガイドラインの改定や実習評価表の提示についての講習と領域別プログラム検討会の報告をおこなっ

た。 

(1)実習指導者講習会の開催 

①日程:11 月 1 日( 土) ～2 日( 日)  修了者数: 104 名（定員 80名、申込者 144名、受講決定者 110名） 

②対象: 講習会ガイドラインに準じて、現に実習指導をしている、または指導予定で資格登録が古い順に選考 

③内容及び講師：実習指導概論講義：菊池健志氏 実習マネジメント論講義：佐川博之氏 実習プログラミン

グ論講義：石渕真理氏 実習スーパービジョン論講義・演習：成田すみれ氏、逢澤詳子氏 

(2)領域別実習プログラム検討会（障害領域） 

①日程：1 回目・5 月 17日（土）通所入所系 2 回目・7 月 12日（土）通所入所系 3 回目・9 月 20日（土）通

所系のみ 10月 4 日（土）入所系のみ 

②対象：通所系（3 施設）および入所系（3 施設）の事業所で、実習指導にあたっている職員 

③内容：参加者の職場における実習指導プログラムを持ち寄り、厚生労働省のシラバス及び社養協ガイドライ

ンに照らして実習内容を点検し、ソーシャルワーク実習のプログラムの検討を行った。また現場での

実習指導実践や工夫している点などを情報交換し、プログラム実践における課題や対応策等を検討整

理した。なお、検討内容については、12月 6 日開催のフォローアップ研修会にて、検討会メンバー参

加のもと成果の発表を行った。 

(3)フォローアップ研修 

①日程:12 月 6 日( 土)  参加者数:44 名 

②対象：実習指導者講習会を修了した社会福祉士、実習施設職員、養成校教員 

③内容：テーマ①社会福祉士養成校協会「相談援助実習ガイドライン」の改訂と標準版「相談援助実習評価表」

の提示について（社会福祉士養成校協会・駒沢大学文学部社会学科 川上富雄先生） 

テーマ②現場に即した実習プログラムを自ら作成するために（障害領域実習プログラム検討会） 

(4)推進委員会活動等 

①推進委員会の開催状況( 委員長 西原留美子・副委員長 担当理事石橋正道、内藤美幸、委員岩崎晴子)  

ア．開催数: 年 2 回(6 月 16日、11月 17日)  

イ．主な内容  

第 1 回 ⇒2013年度事業報告（実習指導者講習会受講者アンケート結果等含む） 

2014年度事業計画（実習指導者講習会の開催、領域別実習プログラム検討会について、フォロ

ーアップ研修の実施について等） 

第 2 回  ⇒2014年度事業の進捗状況 

2015年度事業計画案等（委員会体制の見直しと再編成について、社会福祉士人材育成活用プロ

ジェクト案について等） 

②打合せ：開催数: 年 6 回（講習会等の終了後に実施） 

（5）社会福祉士育成推進大会（日本社会福祉士養成校協会及び日本社会福祉教育学校連盟）関東甲信越ブロック 

  2014年度より、名称が「社会福祉士実習教育推進大会」から「社会福祉士育成推進大会」に変更となった。 

社会福祉士の実習施設および機関との有機的な連携をはかり、社会福祉士教育の一層の発展につながることを

目的としている。ただ、2014年度は当会のフォローアップ研修会と重なったため参加は見送った。2015年度は

神奈川県開催のこともあり、分科会への参加等を検討していく予定である。 

 

6．神奈川県地域生活定着支援センター事業部 (神奈川県 受託事業) 

（1）運営連絡会議の開催、関係各機関との連絡調整 

   横浜保護観察所、横浜刑務所、神奈川医療少年院、神奈川県、横浜市等と事業計画の審議や、実施状況の確 

認、事例検討等の会議を年 6 回開催したほか、関係機関等との連絡調整を図った。 

（2）対象者支援業務 

矯正施設における対象者との面接及び出迎え、連絡調整を行った。コーディネート業務については、本年度 



 

の特別調整の開始件数は 71人（前年度からの継続 17人を含む）、終了件数は 37人、支援継続中は 34 人、一

般調整の開始件数は 4 人（前年度からの継続 1 人を含む）、終了件数は 4 人、支援継続中は 0 人であった。フ

ォローアップ業務については、本年度の開始件数は 34 人（前年度からの継続 12 人を含む）、終了件数は 13

人、支援継続中は 21人であった。相談支援業務については、開始件数は 28人（前年度からの継続 2 人を含む）、

終了件数は 27人、支援継続中は 1 人であった。 

（3）啓発活動・研修受講等 

市町村、関係機関等における講演、説明会の開催を行う一方、事例検討会や地域生活定着促進事業に関わる

内容の研修に参加した。 

（4）会議等への参加等、その他業務  

全国地域生活定着支援センター協議会主催の各種会議・研修会や、関東甲信越ブロックの研修会、他都道府

県のシンポジュウムなどに積極的に参加した。 

 

7．定着支援センターネットワーク委員会 

(1)日本社会福祉士会委託事業 

日本福祉士会が、平成 25年度に引き続きセーフティネット支援対策等事業費補助金を受け社会福祉推進事業

「被疑者・被告人への福祉的支援に関する弁護士・社会福祉士の連携モデル推進事業」を行うにあたり大都市

圏域におけるネットワークのあり方を大阪、神奈川、札幌の福祉士会、弁護士会と連携をし研究を行った。 

 3/1 には日本社会福祉士会による成果報告が東京で開催され、本会の取り組みについて山下会長がシンポジス

トとして登壇し発表を行った。 

検討会議開催日 〈2014年〉9/11 10/9 11/25〈2015年〉1/19、2/27 3/1 

(2)横浜弁護士会との連携事業 

  2013年度より、横浜弁護士会において被疑者、被告に対する支援、知的障害者に対する支援として、社

会福祉士と連携をしながらの接見や具体的な裁判に対する支援が開始され 2 年目となった。社会福祉士会

との連携チームについては、まだ完全な活動として動き出せてはいないが、徐々に試行的に進める中で具

体的な検討会を継続して実施し、連携組織の基盤づくりをはかった。 
  ネットワーク委員会開催〈2014年〉7/29 8/21 9/4 11/2  12/4 2/18 

  ネットワークメンバー  本会会員及び非会員を含め 26名（3 月末現在） 

 (3)その他 

 ①9/14 日弁連シンポジウム 鶴見公会堂 

②11/2 研修会  裁判支援に関する研修会 （横浜市教育会館）78名参加 

第１部 基調講演 石川恒氏（かりいほ施設長） 

第２部 事例による裁判支援「司法と福祉の連携」徳田弁護士（横浜弁護士会）、当事者の声 牧

野氏（UCHI代表）、裁判支援の実際 長谷川氏・石井氏、内島弁護士＆石川恒氏鼎談、委

員会登録について 他、活動に関連し福祉新聞への掲載がありました。 

③横浜地方検察庁との連携 

  今年度より「支援準備室」の設定に際し、関係団体への連携協力要請があり本会から山下会長が支援協

力を行った。 11/25 1/19 

 

8．ホームレス（生活困窮者）自立支援推進等相談事業部(神奈川県 受託事業) 

（1）ホームレス等及び生活困窮者支援事業「シェルター＠HOUSEやどりぎ」 

神奈川県から受託し、厚木市内において、周辺自治体の福祉事務所との連携により実施した。 

この事業は、ホームレス等の事由により一時的に宿泊場所の提供が必要な生活困窮者に対して、宿泊場所を提

供して、生活・健康面への援助・就労支援を行うとともに、安定した居宅生活の確保に向けた支援等を行い、

自立を推進することを目的としている。 

「ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法」を根拠に行っていた本事業は、2015年 4 月から「生活困窮

者自立支援法」の施行により制度が移行することに伴い、神奈川県受託事業が終了となり、今年度で終了した。 

①事業の実施体制( 場所と設備)  

名称：シェルター＠HOUSEやどりぎ 



 

所在地：神奈川県厚木市 

設備：事務室 1 部屋、食堂・談話室 1 部屋、居室 6 部屋 

・居室：1Ｋ（6 畳洋室、押し入れ、キッチン、浴室、トイレ付） 

・事務室：机 3 台、相談用テーブル 1 台、パソコン、プリンターなど 

・食堂・談話室（共有スペース）：ＴＶ1 台、電磁調理器、食事用テーブル、椅子、洗濯機など 

②相談窓口の利用状況 

・相談件数：延べ 460件・新規相談者：54人 

③シェルターの利用状況 

・シェルター利用者数：延べ 92人（実利用者 20人）・シェルター平均入居日数：約 60.9 日 

・問い合わせ：神奈川県および近隣市町村、医療機関、ＤＶ関係機関等 

（2）生活保護社会的居場所づくり・居住安定事業「かがやき広場」 

神奈川県から受託し、県内 2 箇所の地域（小田原保健福祉事務所・厚木保健福祉事務所）において支援を希

望した方々へ、2 つの事業（社会的居場所づくり事業・居住の安定確保事業）を実施し、地域社会から孤立し

がちな生活保護受給者が社会とのつながりを結び直し、社会での生きがいづくりにつなげていくために次の内

容を実施した。 

①生活保護受給者を対象とした社会的居場所づくり事業の実施 

日常生活における生活相談や、社会経験・社会的交流等の機会を行い、社会的自立・日常生活自立の支援を 

実施した。（日常生活上の相談、日常生活支援、社会貢献活動の機会の確保、健康予防に関する支援、居場所づ

くり―料理教室などのサロン活動―） 

②生活保護受給者の居住の安定確保支援事業の実施 

安定した生活をする為の居住環境を整え、公営・民間住宅入居のための手続きや調整に関する支援、家賃や 

公共料金等の滞納や支払いの管理等、居住の安定の為の支援を実施した。 

（公営・民間住宅入居に関する支援、代理納付等に関する支援、居住の安定のための支援） 

③マニュアルの作成と納品 

上記の受託事業の取り組みを基に、事業の進行に必要とされる運営体制や関係機関との連携方法や留意点と、 

この実践から得た支援の効果等をマニュアルとして作成し平成 27年 2 月末日に納品した。（部数 200部） 

 

(3) ホームレス等一時生活事業「シェルター＠HOUSE はばたき」 

相模原市から受託し、相模原市中央区内において、市内の各区の福祉事務所と連携をとり運営した。 

この事業は生活困窮者自立支援法のモデル事業として、社会から逃避や、失業等で居所を失うなど、様々な状

況を抱え、緊急一時的な居場所が必要な者に対して、一時的な宿泊場所、食料品や日用品を提供し、個々の生

活実態等に応じて、課題解消に向け、生活・健康面への援助・就労支援を行うとともに、安定した居宅生活の

確保に向けた支援等を行い、自立を推進することを目的としている。対象者は、市内のホームレス等の一定の

住居を持たない生活困窮者であり、原則 3 ヶ月の間に就労などの自立を目指していく。 

①事業の実施体制( 場所と設備) について 

名称：＠HOUSE はばたき 所在地：相模原市中央区 

設備：相談室 1 部屋、食堂・談話室 1 部屋、居室 4 部屋 

・居室：1Ｋ（6 畳洋室、ロフト、キッチン、浴室、トイレ付、ミニ冷蔵庫・湯沸かしポット・電子レンジ・

テレビ・洗濯機・収納棚・防災グッズ） 

・相談室：机 2 台、相談用テーブル 1 台、パソコン、プリンターなど 

・食堂・談話室（共有スペース）：ＴＶ1 台、電磁調理器、食事用テーブル、椅子、洗濯機など 

②生活困窮者支援 相談窓口の利用状況と入所者について 

相談件数：34件 ・入所者数：14人 ・退所者数：11人 

③入所利用者に対する自立支援の実施について 

健康管理（毎日のバイタルチェック）、健康診断同行、就労支援（履歴書作成とハローワーク同行）、年金相 

談、栄養指導、防犯･借金などの生活相談支援、各種手続き書類作成支援、居宅移行相談など  

④巡回相談の実施について 

定期的に、インターネットカフェやマンガ喫茶等への巡回相談も実施した。 

 

(4) 生活保護受給者中間的就労支援事業「ワークせせらぎ」 

秦野市から受託し、秦野市内において、福祉事務所との連携のもと、就労に至らない生活保護受給者に対し



 

て、就労意欲の喚起および就労支援を目的として、2014年 12月 15日より事業運営を開始した。 

この事業は、日常生活上、他者との交流、就労に関する技術不足等の理由により、長期にわたって離職する

など、ハローワーク等の活用によっても就労に至らない生活保護受給者に対して、日常生活上の相談や就職活

動に関する相談、ボランティア等機会の提供を行うことで、就労に向けての意欲を喚起したり、必要な知識・

技術の習得を行ったりすることで、自立した生活を送ることを目的として実施している。 

事業開始年度は、相談拠点整備、対象者に対する面接を通じた支援メニューの検討を実施した。 

①事業の実施体制( 場所と設備)  

名称：ワークせせらぎ 

設備：事務所（テナントビル 2 階） 

事務室：机 4 台、カウンターテーブル 1 台、作業テーブル 6 台、パソコン、コピー機など 

②事業の実施状況 

対象者数：41人 

実施内容：平成 27年度本格実施に向けた個別の支援計画作成、支援メニュー整備、相談拠点整備 

③支援メニュー 

個別相談の実施 

日常生活上の助言、職務経歴の確認、応募書類（履歴書等）の助言、面接対応の相談、その他生活保護上

の制度に関する助言 

ア．就労準備メニューの実施 

公共職業安定所の活用、履歴書作成講座、面接対応講座、パソコン等の活用講座、職場体験の実施 

イ．ボランティアメニューの実施 

河川や周辺地域への清掃活動の実施  

 

9．県内避難者支援事業部（見守り隊）(神奈川県 受託事業) 

2014年 4 月より、「かながわ避難者見守り隊事業」を受託した。昨年度受託事業の「東日本大震災避難者専門

サポート事業」において早期自立や県内での生活の安定につなげた約 300世帯の中で、なおも特段の配慮を要す

る高齢者・障害者の避難者等（83 世帯）に対し、避難先での安定した生活や故郷への早期帰還を果たせるよう、

相談対応や支援情報の発信等、社会福祉士によるサポートを行った。 

①県内の公営住宅や民間賃貸住宅に避難されて、落ち着いた生活を取り戻している避難者が多くいる一方で、

抱えている問題の深刻度が増し自立に向けて特段の配慮を要する 83 世帯に対して、専門相談員による訪問や

電話相談を行った。自立や帰還された世帯を除き、平成 27年 3 月 31日時点で次年度も専門相談員が引き続

き支援を継続していく必要があると評価した世帯は 66世帯となった。 

避難者世帯が抱える課題の分類では、就労系は全体の9％、福祉サービス系は18％、健康・メンタル系は31％、

家庭・子ども系は 13％、住宅・経済系は 6％、複合的系は 23％である。 

②県や支援団体等から情報提供された相談交流会のチラシを東日本大震災支援・情報ステーションに配架し、

約 300世帯に対して電話を中心に案内を行い、適宜相談交流会のチラシを郵送した。 

③相談交流会の支援では、おおよそ 250人ほどの避難者の方々と直接面談させていただき、見通しのつかない

苦悩を抱えながら生活する避難者の方々に少しでも力づけになるようにと相談支援を行った。 

④県士会からは 3 名の担当理事が就き、対象世帯の支援計画策定や交流事業の実施に関し担当専門相談員から

の相談に対応した。また、県内各地で開催される避難者向け相談交流会に際し、県士会から理事会や支部連

絡協議会を通して、県士会会員のボランティア参加の調整と連携協力を行い、川崎麻生区（川崎支部）・海老

名地区（県央支部）・相模原地区（相模原支部）等で「ちぎり絵とつどい」や「クリスマス会」等の相談交流

会を開催し支部会員と避難者の方々との交流を行った。 

だが、4 年目になっても尚、心の整理がつかないので交流会には出たくないと言う方も沢山いて、相談交流

会に参加できる方は元気で比較的参加しやすい方が多く、逆に身体的に不自由だったり、鬱状態だったり、

小さな子がいることで逆に出られなかったり、就労していたりして参加できない等、本当に参加したい方は

動きが取れないのが現状であった。 

⑤その他、行政、支援団体、企業等との連携協力の場である《かながわ避難者支援会議》に年 3 回参加し、県

士会としての県内避難者支援状況についての報告と情報交換を行った。 

 

また、県からの受託事業の他に「被災地視察バスツアー」を 7 月 12日に実施し、会員 40名で東日本大震災と 



 

福島第一原発事故でいまだ帰宅困難区域である楢葉町を訪れ、翌月の 8 月 2 日には参加者が集い振り返りの会を

開催し、会員社会福祉士として県内避難者に対してできる具体的行動の確認と整理を行った。 

講師：大熊町社協いわき出張所所長吉田利孝氏 参加者 25名 

 さらに、関東ブロック社会福祉士会による災害連携会議に参加し、情報共有及び課題抽出を行った。（2015年

3 月 21日：幹事茨城県社会福祉士会） 

 

10．成年後見・権利擁護事業部 

2014年度は、総務、法人後見、相談、研修、養成、地区の 6 部門体制のもと、各部門の活動内容の強化を図る

ことにより、ぱあとなあ神奈川のより適切な運営に努めた。（以下に内容掲載） 

特に、ぱあとなあ神奈川事業部員の後見活動の質の確保に向けて導入した『後見人等候補者名簿登録更新基準』

の登録要件として義務化した内容が動き始めた。①適切な後見活動の実施および定期報告書の提出②会費および

手数料の納付義務化について開始し、③地区ぱあとなあへの参加④研修の一定単位の受講についても一部始まっ

た。後見活動に必要な研修への参加率も上がり、更新制度に対する部員の積極的な参加がうかがわれる。また、

県民からの社会福祉士に対する任意後見人照会依頼に対応するため、任意後見人養成研修の実施に向けて取り組

んだ。更に成年後見制度啓発事業として、横浜市において落語による成年後見制度説明、シンポジウム、相談会

を行った。 

外部機関団体からの要請に応じて、行政職員や親族等対象研修や市民後見人養成研修への講師派遣、地域の権

利擁護センター立ち上げのための委員派遣等を行い、権利擁護や身上監護を重視するソーシャルワーカーとして

参加した。 

 

(1)相談部門事業報告 

 2014年度の相談部門は、ぱあとなあ神奈川設置当初より継続している一般県民を対象にした電話相談体 

制の一層の充実をはかるべく、成年後見相談員のスキル向上と専門性の強化に取り組んだ。また、最近相談 

件数の増加がみられる任意後見制度を取りあげ、ぱあとなあ神奈川部員の任意後見契約に関する適切性を確 

保するための任意後見ガイドラインの作成と、任意後見事務の円滑化と不祥事防止を目的とした任意後見審 

査委員会の立上げに向けて準備作業を行った。 

 

①権利擁護に関する電話相談等相談業務の実施 

  ぱあとなあ神奈川では週 2 回( 火、木) 電話相談窓口を開設し、広く一般県民の成年後見に関する相 

談に応じるとともに、希望者に対する面接相談を実施している。また、訪問相談の要望に応じ、成年 

後見相談員が相談者を訪問し相談に応じている。2014年 4 月から電話相談窓口を従来の週 3 回から 

2 回に変更したが、混乱もなく特に影響はないと判断している。 

 2014 年度は、28 名の部員が成年後見相談員名簿に登録し電話相談や訪問相談等の相談業務に従事し

た。そのうち 12名が電話相談担当カレンダーに基づいて年間 97日の相談業務に従事した。相談件数は、 

電話相談が 135件、面接相談が 16件、訪問相談が 32件で年間の相談件数の合計は 183件であった。 

相談の内容は成年後見制度の内容、申立手順・費用、成年後見人等候補者紹介、任意後見契約に関す 

る事など多岐に及んでいる。 

 

②成年後見相談員のスキル向上と専門性の強化対策の実施 

  2014年度は成年後見相談員の相談スキルの向上を目指し、ソーシャルワークに視点を置いた相談ハ 

ンドブックの作成検討会を立ち上げ、2015年度完成を目標にハンドブックの記載内容を検討した。検討

会のメンバーは、現在電話相談員として活動している部員 10名を主体に編成し、2014年度は 5 回の検

討会を開催し以下の内容で作業を行った。 

 ・第 1 回(2014.6.13 出席 8 名)  ソーシャルワーク視点を重視した相談業務に関する情報共有 

 ・第 2 回(2014.8.7  出席 9 名) 相談ハンドブック作成のイメージ合わせ 

 ・第 3 回(2014.9.6  出席 8 名) 現状の電話相談事例の分析とハンドブック記載内容の検討 

 ・第 4 回(2014.11.6 出席 8 名)  ソーシャルワーク視点のハンドブック記述事例の検討 

 ・第 5 回(2015.2.20 出席 7 名) 認知症、知的障害、精神障害分野のサンプル相談事例の検討 

 相談事例集の作成を前提に、分野別に記述項目を設定する方式で検討を継続し、2015年度のハンドブ



 

ックの完成を目指すことにしている。 

 

③任意後見検討会の実施 

  任意後見検討会を立ち上げ、ぱあとなあ神奈川版任意後見ガイドラインの作成について検討し、ま 

た、任意後見審査委員会設置に関する準備作業を推進した。任意後見ガイドラインは、ぱあとなあ神 

奈川部員が任意後見契約締結時に留意すべき事項を明示し契約の適切性を図ることを目的とし、また、 

委任者の判断力の低下にもかかわらず任意後見監督人申立を行わず事務を継続し、不祥事につながる 

ことがないようにすること等を目的としている。任意後見審査委員会は、外部の審査委員を含めた 5 名 

の委員で構成し、ぱあとなあ神奈川部員の任意後見等事務内容を定期的に審査し、ぱあとなあ部員が 

積極的に、また安心して任意後見制度に取り組める環境づくりを目的としている。2014年度は 4 回の 

任意後見検討会を開催し、以下の作業を実施した。 

 ・第 1 回(2014.6.14 出席 7 名) 任意後見ガイドライン作成及び審査委員会立上げの目的の共有 

 ・第 2 回(2014.8.26 出席 7 名) 任意後見ガイドライン項目検討、審査委員会運営細則検討 

 ・第 3 回(2014.11.4 出席 7 名) 任意後見ガイドライン記述分担、審査委員会運営細則の見直し 

 ・第 4 回(2015.3.25 出席 6 名)  任意後見ガイドライン記述項目見直し、任意後見契約審議方式検討 

 任意後見ガイドライン作成及び任意後見審査委員会等整備は、2015年度上期完了を目標に作業を推 

進する予定である。 

 

④成年後見相談員養成研修の実施 

   2014年度は以下の内容で「成年後見相談員養成研修」を実施し、参加者は 14名であった。 

・実施日 2015年 2 月 28 日( 土) 9:30～17:00 

・場 所 神奈川県社会福祉会館 4 階第 2 研修室 

・研修内容、講師  

研修内容 時間 講師 

1 成年後見人相談員の心構えとソーシャルワークの視点 60 分 佐々美弥子氏 

2 成年後見相談員の相談技術、成年後見に関する制度・社会資源 90分 田中 晃氏 

3 法定後見申立の留意点・申立の実務 90分 那須三郎氏 

4 任意後見契約に関する留意事項 60分 大埜 嵩氏 

5 任意後見契約の内容と手続き、及び任意後見の費用について 60分 田村左千男氏 

 

（2）法人後見 

①受任状況: 平成 27年 3 月 31日現在の受任件数は以下の通り。今年度の新規受任は 0 件、後見事務の安定

化により個人後見への移行を進め辞任となった件数 1 件である。 

②報酬申立て状況: 今年度は 7 件の報酬申立てを行った。報酬申立て事務については、業務監督委員会の指

摘に従い、期間厳守で取り組んだ。 

③他県士会との連携：10月 29日 山梨県社会福祉士会の法人後見事業視察に対応した。( 担当副会長、ぱ

あとなあ佐々委員長、田中法人後見担当副委員長、)  

④事業運営：法人としての内部監督体制、迅速な意思決定の仕組みづくり 

・8 月 31日ウィリングにて、法人後見事業の事業実施体制および実施状況について、県士会会長、担当

副会長、ばあとなあ法人後見部門長、事務局による打合せを行った。 

・11月 18日、法人後見担当理事( 井上理事・平岡理事) による内部審査を実施した。 

・報酬申立てを実施した 7 件について、案件ごとに法人後見部門による事務執行者とのケース検討を実

施した。 

⑤業務監査の受審：12月 5 日、2 月 25日 業務監督委員会への事業報告をおこなった。 

⑥業務執行者連絡会の開催：1 月 10日、法人後見部門の事務執行者会議を実施した。 

 

   【法人後見受任状況】 

 後見  保佐  補助   合計 



 

認知症 0 0 0 0 

知的障害 5 3 2 10 

精神障害 0 0 0 0 

合計 5 3 2 10 

 

（3）成年後見地域啓発事業 

・事業名：あなたのための成年後見制度をめざして 

第 1 部 落語で学ぶ成年後見制度 講師：こころ亭久茶氏 

第 2 部 パネルディスカッション「立場の違いから見えてくる成年後見制度の活用法」 

第 3 部 個別相談会 

・開催日時：2015年 3 月 2 日（月） 13:30 ～ 16:30 

・場所：健康福祉総合センター4Ｆホール 

・対象：一般県民 ・参加者 191名 

 

（4）成年後見活用講座  

【1 日目】 

開催日時：2014年 7 月 26日（土） 9：45～16：30 参加者数：33名 

内  容：成年後見制度の概要と後見人の職務（制度の理解・後見人の役割と連携） 

講  師：司法書士 船木美香氏、社会福祉士 鈴木雅人氏、社会福祉士雨宮 徹氏 

場  所：神奈川県社会福祉会館 

【2 日目】 

開催日時：2014年 7 月 27日（日） 10：00～16：30 参加者数：30名 

内  容：後見制度を利用するための手続き（申立の流れなど） 

講  師：社会福祉士 田中晃氏 

場  所：神奈川県社会福祉会館 

 

(5)成年後見人（ぱあとなあ）養成・現任研修 

①成年後見人養成研修と登録状況  

  ( 社) 日本社会福祉士会主催による成年後見人養成研修（委託集合研修）を実施した｡ 

ア）成年後見人養成研修（委託集合研修） 

・開催日程:  2014年 7 月 12日（土）8 月 9 日（土）、9 月 13日（土）、10月 18日（土）、11月 15日（土）、

12月 6 日( 土)                        ( 全 6 日間 37時間)  

・主な内容: 日本社会福祉士会カリキュラムに準ずる｡成年後見制度及び関連法･身上監護･財産管理･精

神医学の各概論･演習、成年後見人実務演習等｡ぱあとなあ神奈川では、後見人としての倫理やぱあと

なあ部員として必要な知識をみにつける事を目的として、ぱあとなあ神奈川独自の研修日を一日増や

している。 

･ 講  師: ぱあとなあ神奈川部員、家庭裁判所担当者、弁護士、司法書士、精神科医等 

･ 運営方法: 運営委員会の養成部門を中心に運営･実施       

 

名簿登録状況 

2014年度支部委託研修 
受講生 修了生 登録者 

63名 60名 58名 

 

イ）成年後見人養成研修（本会通信研修）への受講生推薦 

・2014年度 
受講生 修了生 登録者 

6（2）名 6（2）名 5（2）名 

※（ ）内は 2013年度からの再履 

 

（6）ぱあとなあ神奈川部員全体会の開催 

【第 1 回】 



 

開催日時: 2014年 6 月 15日( 日)13：30～16：30   ･参加者数 98名 

全体会テーマ：2013年度 ぱあとなあ神奈川活動報告 

成年後見活動報告（2014年 2 月）から見えた課題について 

2015年 2 月の名簿登録更新に向けた注意点等 

講演：「権利擁護と自己決定支援のあり方」 講師：弁護士 池原毅和氏 

【第 2 回】 

開催日時:2015 年 3 月 14日（土）13：30～16：30  ・参加者数 104名 

全体会テーマ：2015年度 ぱあとなあ神奈川事業計画（案） 

名簿登録更新制度について 

プログラム：「ぱあとなあ神奈川のおもてなしカフェ」～ぱあとなあをワールド・カフェ方式で語ろう～ 

カフェマスター：石橋正道氏（神奈川県社会福祉士会 理事） 

（7）成年後見人名簿登録者向け研修等 

2014年度は、更新制度の導入に向けて要件の一つである研修の義務化について、地区部門と合同会議を

行い、2015年 2 月からウの研修から更新認定研修を開始しました。 

 例年の研修の他に、2015年 2 月から「倫理研修」を現任者の義務研修として導入されるに当たり、試行

として「倫理研修」を開催しました。昨年度と同様に「初めての受任」は、地区部門と共催し 2 ヶ所で開

催しました。 

 

①【その時に慌てないように死後の事務を学びましょう】 

・開催日時：2014年 5 月 31日（土）午後 参加人数 90名 

・講師：岩屋口智栄氏（司法書士 ともえ事務所代表） 

・対象：ぱあとなあ神奈川名簿登録者 

・内容：①成年後見人等が求められる手続きとは 

②成年後見人ができること、できないこと 

 

②【公的年金まるごと早わかり】 

・開催日時：2014年 10月 13日（月祝）一日・参加者数 77 名 

・講師：音川敏江氏（社会労務士・社会福祉士）  

    （補助講師 井上康子氏 ぱあとなあ神奈川部員）  

・対象: ぱあとなあ神奈川部員 

・内容：公的年金の制度を理解し、実際に計算して実務を学ぶ。 

   

③【公開講座 認知高齢者と理解と他職種連携の支援における成年後見人のあり方】 

・開催日時：2015年 2 月 1 日（土）午前 参加人数 104名 

・講師：中村紫織氏（社会福祉法人湘南福祉会 総合病院 湘南病院 精神神経科医長） 

・事例提供者：坂本好和氏（ぱあとなあ神奈川部員） 

・対象：神奈川県社会福祉士会会員等、一般向け  

・内容：認知症という病気を理解し、事例を通して地域生活を支えるために関係する支援機関との連携の 

 在り方を学ぶ。 

 ④【倫理研修】 

  ・開催日時：2014年 8 月 30日（土）午前  参加人数 50名 

  ・講師：西原留美子氏（東海大学健康学部社会福祉学科講師 元日本社会福祉会成年後見委員会委員） 

  ・対象：ぱあとなあ神奈川部員（2013年度成年後見養成研修修了者は除く） 

  ・内容：事前課題をグループワークで討議し、自己の後見活動のあり方を学ぶ 

 

⑤【初めての受任】 

   ・開催日時：①2013年 6 月 7 日（土）19 名 ②2014年 2 月 7 日（土）39 名 

   ・対象：①2013年養成研修修了者及び未受講者等 

       ②2014年度成年後見人養成研修修了者及び未受講者 

   ・内容：①受任までの流れ②受任直後の事務③成年後見人等の役割の伝え方 

④一年間の後見事務報告あたって 



 

 

 (8) 成年後見人等推薦状況 

①家庭裁判所への後見人候補者名簿登載者   2015年 3 月末 現在:452 名（内県外支部 14名） 

②本年度法定後見受任状況                 受任中累計 873件 

 照会件数 【内訳】 

現在活動数 

取下げ 不受理 終了 審判待ち、調整

中、申立予定等 

2014年度のみ 250 131 12 4 6 97 

本年度末累計件数 1,735 873 169 112 449 132 

 

ア 類型および障害別・依頼元別受任状況 (2014 年度)               (250 件)  

類型 後見 

 

保佐 

 

補助 

 

そ

の

他 

合計 

 

 家庭裁判所 49 市町村 129 

障害別 
 【内訳】本庁 

16 相談機関 50 

認知症 122 14 13 1 150  川崎支部 15 ぱあとなあ相談 1 

知的障害 37 15 1 0 53  横須賀支部 3 親族 9 

精神障害 34 5 4 0 43  相模原支部 5 その他 12 

その他 3 1 0 0 4  小田原支部 9 合 計 250 

合計 196 35 18 1 250  東京家裁 1   

 

イ 申立人別照会状況(2014 年度)                         (250 件)  

本人 親族 後見人 
行政 129 その他 

家裁職権、他仕業 
合計 

市長 区長 町長 村長 

28 84 6 79 40 9 1 3 250 

※市区町村長申立（129件）内訳 

横浜市（40）、川崎市（25）、横須賀市（3）、平塚市（4）、鎌倉市（2）、藤沢市（4）、小田原市（8）、 

茅ヶ崎市（4）、相模原市（9）、三浦市（2）、秦野市（2）、厚木市（2）、大和市（4）、伊勢原市（1）、 

海老名市（2）、座間市（1）、南足柄市（1）、綾瀬市（3）、寒川町（3）、大磯町（1）、大井町（1）、 

山北町（2）、開成町（2）、真鶴町（1）、清川村（1）、町田市（1）、 

※その他（2 件）内訳 

 未成年後見人（1 件）、任意後見人（1 件） 

  

（9）後見人等候補者及び受任者への支援活動 

・定期報告（2 月、8 月）を受け、後見活動の課題の早期発見と対応を行った。 

・部員同士の顔のみえる関係づくりを目標に、地区ぱあとなあ活動の支援を行った。 

・受任者への相談・スーパーバイズとして、電話や面接により対応した。 

・部員の資質向上のため、初任者研修・現任者研修を体系的に企画実施した。  

 

（10）地区ぱあとなあの活動 

地区ぱあとなあ活動は県内 11地区で構成され、成年後見人等候補者推薦や、地区連絡会による部員の交

流や情報提供、研修会や他士会との事例検討会など、部員の顔の見える関係作りや地区でのスキルアップ

を目的に行ってきた。 

また、3 ヶ月に 1 回行われる、地区コーディネーター連絡会により、各地区の状況や取り組みの共有を

行い地区活動の活性化を図るとともに、2015年 2 月から始まった更新制度における地区（地域）で行う研

修の検討や地区ぱあとなあのあり方の共有を行った。 

 

   【2014年度地区コーディネーター】                   〈敬称略〉 

担当地区 氏 名 担当地区 氏 名 担当地区 氏 名 

横浜北 長谷川善規 横浜中 東谷隆介 横浜西 新津眞二 



 

横浜南 榎原みさ子 川崎 武笠太朗 川崎 深澤 亮 

横・三 藤田ますみ 湘南東 長谷川栄子 湘南西 池永康子 

県央 那須三朗 相模原 渡邊幸江 西湘 和田明子 

 

（11）運営委員会活動等 

   ①運営委員会の開催状況 

      運営委員会は毎月第 2 木曜日に開催した。 

    ア 開催数：12回  

    イ 主な内容 

・事業方針、予算、事業計画等の協議・候補者推薦依頼案件の審議 

・各部門の取組の共有、課題の検討 ・他機関への講師等派遣の検討 

・ クレームに対する対応 ・ぱあとなあ神奈川の事業に関する規則・基準等について 

【ぱあとなあ神奈川運営委員】 

委員長：佐々美弥子                              〈敬称略〉 

部門 副委員長 委員 

総務部門 佐々美弥子（委員長兼務） 土谷 勉、髙島さち子 

法人後見部門 田中 晃 日向野泰裕、田村左千男（相談部門兼務） 

研修部門 鈴木眞理子（理事兼務） 星 勉、坂本好和、井上康子（理事兼務） 

相談部門 大埜 嵩 田村左千男、池永康子 

養成部門 内山信隆 林 勝治、長谷川栄子、梅川正信 

地区部門 雨宮 徹 志方洋一、長谷川善規、佐々木美保子 

 

   ②部門会議（随時開催） 

    ①総務部門 ②法人後見部門 ③相談部門 ④研修部門 ⑤養成部門 ⑥地区部門 

（12）他機関主催研修会･相談会等への講師派遣 

①他機関法人後見事業関連会議                         〈敬称略〉 

   

法人後見事業審査会 南足柄市社会福祉協議会 日向野泰裕 

法人後見事業審査会 綾瀬市社会福祉協議会 鈴木眞理子 

法人後見事業審査会 海老名市社会福祉協議会 安村壽太郎 

法人後見事業審査会 寒川町社会福祉協議会 内藤美幸 

 

 

②市民後見人養成関係・研修                          〈敬称略〉 

   

  
 

 

  

  

 

 

   

  
 

 

   

   

   



 

 

③その他研修会･相談会等                             〈敬称略〉 

内容 主催 開催日 派遣者 

ふじさわあんしんセンター 

出張成年後見制度無料相談会 
藤沢市社会福祉協議会 通年 

長谷川栄子 

宮本良一 

ふじさわあんしんセンター 

成年後見専門相談 
藤沢市社会福祉協議会 通年 長谷川栄子 

成年後見人養成セミナー 
成年後見センター・リーガルサポ

ート神奈川 
10月 25日 田中 晃 

成年後見制度基礎研修 

～関係機関職員向け～ 
川崎市社会福祉協議会 10月 31日 武笠太朗 

高津区権利擁護シンポジウム講師 

～みんなでかんがえよう成年後見制度～ 
高津区役所 3 月 3 日 武笠太朗 

神奈川県医療福祉施設協同組合ソーシ

ャルワーカー会 
神奈川県医療福祉施設協同組合 1 月 28日 水谷紀子 

成年後見制度市民公開講座 相模原市 1 月 24日 小泉 昇 

「成年後見制度って、なに？~家族と自

分の安心のために~ 
障害者支援センター松が丘園 2 月 24日 梅川正信 

成年後見制度関連講座における個別相

談会 
大和市社会福祉協議会 2 月 24日 

鈴木眞理子 

関根孝子 

成年後見制度普及啓発シンポジウム 川崎市社会福祉協議会 2 月 28 日 武笠太朗 

成年後見制度相談会 川崎市社会福祉協議会 2 月 28 日 坂本好和 

成年後見制度研修会 横須賀市施策検討連絡会 3 月 10日 和田明子 

  

④横浜市成年後見サポートネット(横浜市内各区) 

各区の成年後見に関する事例検討会に、社会福祉士延べ 13名が弁護士会･司法書士会等と共に出席し助 

言等に当たった｡ 

〈敬称略〉 

担当区 氏 名 担当区 氏 名 担当区 氏 名 

鶴見区 井上康子 神奈川区 田村左千男 西  区 佐々美弥子 

中  区 -  南    区 鈴木雅人 港南区 荒井 薫 

保土ヶ谷区 熊谷美江子 旭    区 三山浩子 磯子区 佐々美弥子 

金沢区 佐々美弥子 港 北 区 内山信隆 緑  区 井上康子 

青葉区 西田ちゆき 都 築 区 内山信隆 戸塚区 榎原みさ子 

栄  区 阿部千枝子 泉    区 篠崎美代子 瀬谷区 土谷 勉 

 

⑥他団体･市町村との連携 

・連絡会・検討委員会                          〈敬称略〉 

内容 

 

主催 
派遣者 

26

 
  

  

  

 

 

 
  

    



 

  
 

 

  

  

  

 

 

  

  
 

 

   

 
 

 

 

 

   

  
 

  

 

（13）成年後見活動の適正な執行 

＜目的＞ 

   ぱあとなあ神奈川の会員が受任している成年後見人及び監督人としての業務内容の監督、及び本会が受任し

ている法人後見人としての業務内容の監査を実施する目的で、外部委員 6 名と本会員 1 名の計 7 名で構成され

る成年後見業務監督委員会を設置している。 

①業務監督委員会の開催 

・第 1 回（12月 5 日開催） 

正副委員長を選出。2013年度事業報告、2014年度事業計画、2014年度ぱあとなあ神奈川事業中間報

告として法人後見及び個人後見の受任状況や成年後見活動報告の状況についての報告を行った。苦情対

応の仕組みについて報告を行い、意見交換が行われた。 

・第 2 回(2 月 25日開催)  

新任委員の紹介。2015年度事業計画、2014年度受任状況の報告、ぱあとなあ神奈川定期報告（8 月）

の状況、ぱあとなあ神奈川事業部員の成年後見活動に対する苦情について、法人後見の状況報告を行っ

た。 

 

11．支部活動支援事業 

(1)横浜支部(支部長：中島 礼子)  

①会議等の開催状況 

ア．支部全体会 開催 2014年 4 月 27日  会場：西区福祉保健活動拠点 

      ・第 1 部 横浜支部からの報告 

・第 2 部 ミニ・シンポジウム「新たな支部活動を目指して」 

         シンポジスト：島田朝久氏 平田美智子氏 別府政行氏 

・第 3 部 2013年度コミュニティソーシャルワーク実践講座発表会 

「庭木グループの運営に学ぶ地域力 ～地域をフィールドにした実践研修～」 

発表者 西武文理大学 西川 ハンナ氏 

     コミュニティソーシャルワーク実践講座 受講者の皆さん 

イ．支部幹事会 開催 計 12回  開催月 毎月 

ウ．地域連絡会定例会（鶴見、港北、中部、南部、西部、北部） 開催月 毎月～隔月 

エ．研修会等 単発 6 回 連続講座 1 本 開催月 4 月、5 月、7 月、8 月、10月、11月、12月、1 月、 

2 月 

②月別事業報告 

4 月 ・7 日（月）幹事会 10月 ・6 日（月）幹事会 



 

・13（日）研修会 

「ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実践講座」西川ハンナ

氏 

・27日（日）全体会 

・18日（土）区民まつり参加（港北区） 

・19日（日）区民まつり参加（緑区） 

・19日（日）研修会 

「ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実践講座」西川ハンナ氏 

・24日（金）研修会「たまひよ研修」 

（社会福祉協議会職員 2 名） 

5 月 

 

・11日（日）港北区らくらく市参加 

・12日（月）幹事会 

・18日（日）研修会「ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ講座」 

（菊池健志氏） 

・24日（土）バーベキュー大会 

      （交流企画 野島公園にて） 

11月 

 

・10（月）幹事会 

・3 日（祝）区民まつり参加（青葉区） 

・15（土）17（月）19（水）研修会「ｺﾐｭﾆﾃｨｿ

ｰｼｬﾙﾜｰｸ実践講座」地域でのインタビュー 

6 月 

 

・2 日（月）幹事会  

・26日（木) 関東学院大学 講師派遣 

12月 

 

・1 日（月）幹事会 

・5 日（金）研修会 

「先輩社会福祉士に聞く」（徳田千春氏） 

・7 日（日）研修会 

「ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実践講座」西川ハンナ氏 

・20日（土）研修会（補講） 

「ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実践講座」西川ハンナ氏 

7 月 

 

・7 日( 月)  幹事会  

・20日（日）研修会「たまひよ研修」 

（中山浩志氏）ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰﾃﾞｰ参加 

1 月 ・5 日（月）幹事会 

・10（土）関東学院大学実習報告会参加 

・18日（土）研修会（補講)  

「ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実践講座」西川ハンナ氏 

8 月 

 

・4 日（月）幹事会  

・11日（月）研修会 

「先輩社会福祉士に聞く」（日向明氏） 

2 月 

 

・2 日( 月) 幹事会 

・11（祝）研修会・地域向け報告会 

「ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実践講座」西川ハンナ氏 

・14（土）研修会 

「ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実践講座」西川ハンナ氏 

・21日( 土)  研修会「たまひよ研修」 

参加者話し合いと実践発表大会参加 

・21日（土）研修会・実践発表 

「ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実践講座」西川ハンナ氏 

9 月 

 

・1 日（月）幹事会   3 月 ・2 日（月）幹事会 

 

(2)川崎支部( 支部長：平山みちる)      

本年度実施の事業概要 

 1．法改正などの福祉の動向を把握し、学習を行う 

2．互いの職種や職域を通して学びあう 

 3．主として市内の社会資源について見学等により理解を深める 

 4．種々の工夫を行って加入推進に努める 

 5．会員間の交流の場をつくり業務や学びの一助とする 

①会議等の開催状況・月別状況 

ア．支部全体会 開催 2014年 5 月 30日  34名参加  会場：てくのかわさき  

講師 勝野 淳 氏（川崎市障害者雇用・就労推進課） 

テーマ「依存問題の基礎知識と治療・支援と回復について」  

イ．支部役員会 開催 計 7 回  開催月 4 月、6 月、8 月、10月、11月、1 月、3 月 

ウ．研修会・定例会 定例会   開催 計 4 回  開催月 5 月、8 月、11月、2 月 

          ぱあとなあ 開催 計 6 回  開催月 5 月、7 月、9 月、11月、1 月、3 月 

エ．会員への呼びかけ実績 人数 330人 回数 4 回  呼びかけ月 4 月、7 月、10月、1 月 



 

②月別事業報告 

�4 月

 

4 月 

22日 役員会 10月 3 日 役員会 

4 日「先輩社会福祉士に聞く」木村有孝氏 

 

5 月 30日 全体会・研修会 

「依存問題の基礎知識と治療・支援と回

復について」勝野 淳氏 

ぱあとなあ活動者の集い 

11月 10日 役員会 

ぱあとなあ活動者の集い 

15日田園調布学園の大学祭ブース出展 

21日 例会② 横浜刑務所見学 

6 月 6 月 24日 役員会 12月  

 

7 月 ぱあとなあ活動者の集い 

 

1 月 26日 役員会 

31日「先輩社会福祉士に聞く」関口貴之氏 

ぱあとなあ活動者の集い 

8 月 9 日 例会①「児童虐待事例から見えて

くるもの」太田由加里氏 

22日 役員会 

 

2 月 

 

23 日 例会③「地域包括ケアシステムについ

て」 

中澤 伸 氏 

9 月 

 

ぱあとなあ活動者の集い 

 

3 月 ぱあとなあ活動者の集い 

26日 役員会 

 

(3)横須賀三浦支部（支部長：齊藤 学） 

本年度実施の事業概要 

以下のテーマ等によって定例会等を開催／年度テーマ）「社会福祉実践を通して専門性を高めよう」 

キーワード）○社会福祉実践、○気付き、○専門性 

基本指針：1）ソーシャルワーク専門職の技術の向上を目指す。2）ソーシャルワークの専門職として

積極的に地域に貢献する。3）保健・医療・福祉の専門職との連携、協働を推進していく。4）会員

間の交流を深め、組織の充実を図る。 

1．支部総会 

2．車座集会 

3．ソーシャルワーク研修会 

①会議等の開催状況 

ア．支部全体会 開催 2014年 5 月 31日  20名参加 会場：横須賀市生涯学習センター 

記念講演：テーマ「生活困窮者支援」 

イ．支部役員会・定例会 開催 計 6 回 開催月 4 月、5 月、6 月、10月、1 月、2 月、3 月、 

②会員への呼びかけ実績 開催 計 4 回 呼びかけ月 5 月、6 月、1 月、3 月 

 

 

   月別事業報告 

4 月 

 

支部役員会 9 月 県士会支部役員懇談会 

5 月 支部定例総会及び記念講演会 

記念講演：テーマ「生活困窮者支援」 

講師：神奈川県保健福祉局 福祉部生活援

護課 山本武史氏   懇親会横須賀中央 

10月 

 

支部役員会 

6 月 支部役員会 

横須賀市社協ふれあいフェスティバル参

加（なんでも福祉相談コーナー） 

1 月 定例会・内容：地域包括ケアを共に考える 

～ソーシャルインクルージョン～ 

講師：かながわ福祉サービス振興会理事長  

瀬戸恒彦氏 参加 15名 

7 月 県士会被災地日帰り視察ツアー参加（福

島県） 

2 月 支部役員会 

県士会支部役員懇談会 



 

ソーシャルワーカーデー・イベント 

シンポジストとして齊藤支部長が参加 

8 月 先輩社会福祉士に聞く：浅見氏  

参加 7 名 

3 月 定例会：【公益】県精神保健福祉士会やんちゃ会

合同企画／テーマ「WRAP（元気回復行動プラン）」

講師：佐々木氏、有川氏 参加 18名 

 

(4)湘南東支部（支部長：小野田潤） 

本年度実施の事業概要 

1．支部総会 

2．研修会・施設見学会・公開講座・相談会参加・ぱあとなあ地区ブロック情報交換会 

3．支部会員定例会 

4．広報活動 

5．隣接士業との連携 

  ①会議等の開催状況 

   ア．支部全体会 開催 2014年 4 月 19日 26名参加 会場：藤沢市労働会館 

           講師 長見 英知氏 テーマ「精神保健福祉士から見た地域の課題」 

   イ．支部役員定例会 開催 計 6 回  開催月 5 月、7 月、9 月、11月、1 月、3 月 

   ウ．研修会等 研修他  開催 計 5 回  開催月 8 月、10月、11月、1 月、3 月 

         ぱあとなあ 開催 計 6 回  開催月 5 月、7 月、9 月、11月、1 月、3 月 

②会員への呼びかけ実績 開催 計 6 回  

 

月別事業報告 

4 月 

 

支部総会・記念講演 

 

10月 

 

六士業合同無料相談会 相談員派遣 

寒川町ふれあいフェスティバル参加 

新人研修「先輩社会福祉士に聞く」 

講師：小野田 潤氏 参加者：13名 

5 月 

 

支部会員定例会 

ぱあとなあ情報交換会 

11月 

 

支部会員定例会 

ぱあとなあ情報交換会 

新人研修「先輩社会福祉士に聞く」 

講師：加藤 君江氏 参加者：13 名 

7 月 

 

 

支部会員定例会 

ぱあとなあ情報交換会 

 

1 月 支部会員定例会 

公開講座「発達障害の特性理解」 

講師：江崎 康子氏 参加者 75名 

ぱあとなあ情報交換会 

新人研修「先輩社会福祉士に聞く」 

講師：小野田 潤氏 参加者：13 名 

8 月 

 

施設見学会（グループホーム・小規模多

機能型居宅介護「ホームフレンド浜竹」 

参加者 17名 

 2 月  

9 月 

 

支部会員定例会 3 月 支部会員定例会 

ちがさきワイワイまつり 

(5)湘南西支部（支部長：伊藤 倫博） 

本年度実施の事業概要 

1．会員の資質向上 

2. 市民向け講座の開催 

3. 組織基盤の確立及び会員拡大 

①会議等の開催状況 

 ア．支部全体会 開催 2014年 5 月 24日  32名参加  会場：平塚市民センター  

        講師：東京アドボカシー法律事務所 池原毅和氏 

  テーマ：「精神障害者と権利擁護」 



 

    イ．研修会・定例会等 開催 計 9 回  開催月 4 月、6 月、7 月、8 月、9 月、10月、11月、2 月 

3 月 

    ウ．会員への呼びかけ実績 人数 約 40～60人  回数：4 回 呼びかけ月 5 月、8 月、9 月、12月              

 

月別事業報告 

4 月 
定例会 

総会準備（印刷･発送作業)  
10月 

定例会 

平塚市男女共同参画パネル展示 

5 月 

全体会 

市民公開講座 11月 

二宮町社会福祉大会 

二宮町百合が丘地区社協まつり 

定例会 

6 月 

 

定例会 

 

12月 

なるほど講座「届いていますか？あなたの街

の暮らしの情報～知って得する介護・医療・

福祉のアレコレ」 

7 月 
定例会 

 
1 月 

定例会 

先輩社会福祉士に聞く 

8 月 
定例会 

施設見学会 平塚ふじみ園 
2 月 

定例会 

 

9 月 

定例会 

先輩社会福祉士に聞く講師：星野宗吾氏 

ひらつか市民活動センターまつり 

3 月 

定例会 

 

(6)県央支部( 支部長：山本容子)   

本年度実施の事業概要 

1．会員の交流（連帯感の熟成） 

2．会員の研鑽（専門性の向上） 

3．地域へ顔の見える社会福祉士の実現 

①会議等の開催状況 

ア．支部全体会 

 開催 2014年 4 月 20日 36名参加  会場：海老名市総合福祉会館 

    講師 大関晃一氏 テーマ「かながわライフサポート事業と事例から見た生活困窮者の状況」 

イ．支部役員会 開催 計 2 回   

ウ．研修会・定例会等 開催 計 12回 開催月 毎月 

月別事業報告 

4 月 

定例会 

全体会・講演会・交流会 

海老名市成年後見相談会 

10月 

定例会 

海老名市成年後見相談会 

5 月 

定例会 

避難者支援交流会 

座間市成年後見相談会 

海老名市成年後見相談会 

11月 

定例会 

避難者支援交流会 

座間市成年後見相談会 

海老名市成年後見相談会 

6 月 

定例会 

海老名市成年後見相談会 
12月 

定例会 

若葉の会 

先輩社会福祉士に聞く 講師：隅河内 司氏 

海老名市成年後見相談会 

7 月 

定例会 

市民講座「これからの人生の過ごし方」 

講師：井上康子氏 

座間市成年後見相談会 

海老名市成年後見相談会 

1 月 

定例会 

若葉の会・研修会「倫理綱領について」 

座間成年後見相談会 

海老名市成年後見相談会 

8 月 定例会 2 月 定例会 



 

海老名市成年後見相談会 

若葉の会 

海老名市成年後見相談会 

宿泊研修会「地域ネットワークについて」 

9 月 

定例会・座間市成年後見相談会 

愛川町ふれあい広場 

座間福祉フェスティバル 

避難者支援交流会 

若葉の会 

先輩社会福祉士に聞く講師：星野宗吾氏 

海老名市成年後見相談会 

3 月 

定例会 

座間成年後見相談会 

海老名市成年後見相談会 

 

(7)相模原支部（支部長: 小針淳一） 

本年度実施の事業概要 

1．研修会・交流会（定例）の企画実施 

2．幹事会の開催 

3．成年後見人等受任者情報交換会の実施 

4．成年後見制度市民公開講座への協力 

5．相模原市介護認定審査会、障害程度区分審査会への審査委員の推薦 

①会議等の開催状況 

ア．支部全体会 開催 2014年 6 月 7 日 20名参加  会場：環境情報センター 

講師 相模原市健康福祉局保険高齢部高齢政策課・介護保険課 職員 

テーマ 「相模原市における高齢者の生活実態～高齢者等実態調査の結果から～」 

イ．支部役員会・定例会 開催 計 10回  開催月 7・10を除く毎月 

②会員への呼びかけ実績 回数 5 回  呼びかけ月 4 月・8 月・10月・12月・2 月 

③相模原市をはじめ、弁護士会、司法書士会、行政書士会、税理士会、社会福祉協議会と共に成年後見 

制度市民公開講座へ参加・協力 

④相模原市介護認定審査会への会員推薦 11名 

   相模原市障害区分審査会への会員推薦 6 名 

   相模原市社会福祉協議会 一般会員への加入 

 

月別事業報告 

4 月 

相模原市避難者交流事業「ふれ愛」協力 

幹事会 

成年後見人等受任者情報交換会 

10月 避難者交流会 

施設見学会「相模原南児童ホーム」 

成年後見人等受任者情報交換会 

5 月 

定例会「＠ＨＯＵＳＥはばたき」の取り

組みについて」 

成年後見人等受任者情報交換会 

11月 幹事会 

成年後見人等受任者情報交換会 

成年後見制度市民公開セミナー（相模原市事

業に協力） 

相模原市避難者交流会「ふれ〝愛″」への協力 

6 月 

全体会 

幹事会 

避難者交流会 

成年後見人等受任者情報交換会 

12月 幹事会 

成年後見人等受任者情報交換会 

7 月 

成年後見人等受任者情報交換会 1 月 定例会「先輩社会福祉士に聞く」 

 講師：木島知子 氏 

幹事会 

成年後見制度市民公開セミナー（相模原市事業

に協力） 

8 月 

幹事会 

成年後見人等受任者情報交換会 

定例会「先輩社会福祉士に聞く」 

2 月 成年後見人等受任者情報交換会 

避難者交流会 

幹事会 



 

講師：小野沢和美 氏 

9 月 

定例会「相模原市の福祉行政の今を知り、

語りあう」 

成年後見人等受任者情報交換会 

成年後見制度市民公開セミナー（相模原

市事業に協力） 

 3 月 幹事会 

成年後見人等受任者情報交換会 

市民公開セミナー「相模原における子どもの

福祉」 

 

(8)西湘支部（支部長：村田寛子） 

本年度実施の事業概要 

1．定期的な学習研究活動の実施 

2．支部活動への会員の参加促進 

3．市民向け啓発、協力 

4．県士会との連携強化 

①会議等の開催状況 

ア．支部全体会  開催 2014年 5 月 17日 21名参加 会場：南足柄市立岡本コミュニティセンター 

            2014年 11月 15日 17名参加 会場：西湘病院健康管理センター 

イ．支部幹事会  開催 計 6 回 開催月 4 月、6 月、8 月、10月、12月、2 月 

ウ．準備会    開催 計 5 回  開催月 4 月、9 月（2 回）、10月（全体会準備）、3 月（次年度準備） 

エ．研修会・定例会等  開催 計 7 回  開催 各事業前に各担当にて開催 

②会員への呼びかけ実績  150名  回数 5 回  呼びかけ月 4 月、6 月、10月、12月、1 月 

             研修会（1 回）・車座集会・全体会等について呼びかけ 

月別事業報告 
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Ⅲ．生涯研修センター 

新生涯研修制度における基礎課程の整備の一環として、基礎研修Ⅰ・Ⅱからさらなるステップアップを目指し

た基礎研修Ⅲを開講した。今年度は基礎研修Ⅲとして 9 回の集合研修と、DVD教材を使用して学んでいただく 2

回の集合研修、その学習に伴う自宅学習（レポート課題など）に取り組むスケジュール的にタイトな研修であっ

たにもかかわらず、50 名強の方が修了されたことは、社会福祉士としての向上心の高さと認定社会福祉士への関

心のあらわれであったと考えられる。 

また、認定社会福祉士制度や体系化された研修を会員に提供していくことを目的に立ち上げた生涯研修センタ

ーの周知に努め、さまざまな分野で活動する社会福祉士にとって必要な能力を身につけるための研修を企画した｡ 

基礎研修の運営に注力したこともあり、例年に比べ生涯研修センターとして企画した研修は、内容を厳選したも

のになったが、毎年開催している共通基盤研修、実践発表大会を継続して開催を行った。 

次年度も引き続き、新生涯研修制度や認定社会福祉士制度のさらなる周知に努めていく。さらに、日本社会福

祉士会が準備を進めているスーパービジョン体制の構築や認定社会福祉士制度の研修認証にに向けた体制の整備

に努めていく。 



 

 

（１）主な活動内容 

①年間を通して、下記の研修を企画・運営した｡ 

②研修の企画･運営のため研修委員会を開催した｡ 

研修委員会：5 月 11日・10月 22日・2015年 3 月 22日開催 

③さまざまな分野で活動する社会福祉士に必要な共通基盤 6 領域について今年度は 3 領域を選び、研修を開催

する準備を行った。 

      共通基盤研修実行委員会：8 月 9 日開催 

 

（２）研修内容 

研修名･会場 日程･参加者 内容･講師 

基礎研修Ⅰ 

( ウィリング横浜) 

 

集合研修Ⅰ 

7 月 26日( 土)  

11月 15日( 土)  

 

集合研修Ⅱ 

12月 6 日（土） 

3 月 1 日（日） 

 

受講申込者 176名 

研修修了者 125名 

日本社会福祉士会からの委託研修として開催 

＜事前課題＞ 

「社会福祉士として大切にしたいこと」 

「研修に対しての期待」 

＜集合研修 1＞ 

社会福祉士のあゆみ 

日本社会福祉士会・神奈川県社会福祉士会の組織 

生涯研修制度について 

社会福祉士としての専門性について考える 

＜中間課題＞ 

社会福祉士共通基盤の理解 

倫理綱領・行動規範の理解 

所属組織のソーシャルワーク実践について学ぶ 

他領域のソーシャルワーク実践について学ぶ 

＜集合研修 2＞ 

社会福祉士共通基盤の理解 

倫理綱領・行動規範の理解 

社会福祉士の倫理綱領の適用 

研修リーダー：坂口律江氏、柳田かおり氏、 

協力：実践ソーシャルワーク塾 

   神奈川県社会福祉士会会長、事務局長、支部長他 

基礎研修Ⅱ 

（ウィリング横浜） 

Ａコース、Ｂコースに

分かれ、5 月～3 月の間

にそれぞれ 10日間開催 

 

受講申込者 63名 

研修修了者 57名 

日本社会福祉士会からの委託研修として開催 

＜事前課題＞＜中間課題＞＜科目修了レポート＞ 

＜集合研修 1・2・3＞3 回 

＜集合研修ＤＶＤ＋グループ討議＞7 回 

研修リーダー：鈴木剛氏、中島礼子氏、佐々美弥子氏 

協力：実践ソーシャルワーク塾 

   サポーティブスーパービジョン研究会 

基礎研修Ⅲ 

（ウィリング横浜） 

 

 

 

 

Ａコース、Ｂコースに

分かれ、5 月～3 月の間

にそれぞれ 11日間開催 

 

受講申込者 53名 

研修修了者 52名 

日本社会福祉士会からの委託研修として開催 

＜事前課題＞＜中間課題＞＜科目修了レポート＞ 

＜集合研修 1・2・3＞9 回 

＜集合研修ＤＶＤ＋グループ討議＞2 回 

研修リーダー：菊池健志氏、鈴木剛氏、坂口律江氏、 

佐々美弥子氏、武笠太朗氏、新井仁子氏 

協力：実践ソーシャルワーク塾 

   サポーティブスーパービジョン研究会 

社会福祉士として知っ

ておきたい基礎知識    

( 共通基盤研修  

10月 5 日（土） 

 

参加者 26名 

「意思決定が不十分な方への支援 

～社会福祉士が行う権利擁護について考える～」 

講師：金井直子氏（日本福祉教育専門学校 専任講師） 



 

ウィリング横浜)   

 

 

 

 

 

「社会福祉法人が抱える課題と今後の展望 

～社会福祉士として知っておきたい～」 

講師：東海林崇氏（浜銀総合研究所経営コンサルタント） 

「事例研究の進め方 

～社会福祉士として事例研究を行う意義を考える～」 

講師：菊池健志氏（実践ソーシャルワーク塾 塾長） 

実践発表大会 

（ウィリング横浜） 

2 月 21日（土） 

参加者： 45名 

＜演題発表＞ 

「ホームレス等生活困窮者について考える ～ホームレスと

生活保護受給者の違いについて～」 

「地域における援助者援助を基本とした事例検討会の取り組

み ～KPP（川崎でプロフェッショナルな援助力高める人々）

の援助実践を通して～」 

「民生委員へのインタビューからみる援助観 ～SCAT分析に

よる理論化と課題の抽出～」 

「自殺対策活動から見える社会福祉士の役割と課題 ～ゲー

トキーパー養成講座・包括相談会の 4 年間のまとめ～」 

 

役員・職員体制 

＜役員状況＞ 

会 長 山下康   

副会長 小島操子、吉田勝利、山崎智美 

理 事 佐藤雅美、内藤美幸、平岡祐二、菅野善也、尾形淳子、中西一郎、石橋正道、瀬戸知樹、 

一色茂雄、井上康子、松下圭一、別府政行、鈴木眞理子、浅見尚孝 

監 事 齊藤 学、江原伸弘 

＜職員状況＞ 

事務局 事務局長：菅野美和子、常勤職員：鷲見美貴子、権利擁護事業専門員：吉田 綾 

非常勤職員：金子 愛、石井美智子、茂呂さやか 

神奈川県受託事業 

神奈川県地域生活定着支援センター 

 センター長：中西一郎、常勤職員・主任相談員：小森幸恵、常勤職員・相談員：岡部眞貴子 

非常勤職員・相談員：中山 剛、木川善子、渡邊啓二、非常勤職員・事務：杉山弓月 

生活困窮者支援事業 ＠HOUSEやどりぎ 

  常勤職員・主任相談員：降旗 聡 非常勤職員・相談員：佐藤一帥、畠山輝太郎、倉品満洲男 

かながわ避難者見守り隊事業 

常勤職員・センター長：伊藤 誠、小島操子 非常勤職員・専門相談員：大木佳美、有賀麗子、 

吉田綾子、黄木厚子、細野 愛、田村亜沙子 

  生活保護社会的居場所づくり事業 かがやき広場 

      常勤職員・自立支援相談員：露木敏夫 非常勤職員・自立支援相談員：牧野正子、木暮恒夫、川村

和美 

  相模原市受託事業 

ホームレス等一時生活支援事業 ＠HOUSEはばたき 

  常勤職員責任者：池田恵子、常勤職員・自立支援相談員：堤 孝史  非常勤職員・自立支援相談員：

林 敬之、畠山輝太郎、原 博、 

※秦野市受託事業 

秦野市生活保護受給者中間的就労支援事業 ワークせせらぎ 

  常勤職員責任者：一色茂雄 非常勤職員・活動支援員：河津洋明、自立支援相談員：小坂谷美津江 

 


